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ＳＡＫＡＥリバーサイドフェスティバル
24 日㈯　13 時～【関連 P. ２～】

　【主な内容】
●ＳＡＫＡＥリバーサイド・フェスティバル・・・・・P.2・3
●印旛支部消防操法大会、ポンプ車の部で優勝・・・・・・・P.4
●路線バス「安食駅～竜角寺台車庫」の路線維持について・P.5
●子ども医療費助成受給券の更新・・・・・・・・・・・・P.7
●大相撲千賀ノ浦部屋が夏合宿・・・・・・・・・・・・・P.8
●中学生の英語検定の助成・・・・・・・・・・・・・・P.10
● 8 月 は 食 中 毒 予 防 強 調 月 間 で す・・・・・・・・・・P.12
●【募集】印旛郡市職員採用共同試験（初級職等）・・・・P.18



2令和元年８月 １日

　

今
年
で
第
８
回
と
な
る
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｅ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
、
花
火
大
会
で
す
。

　

昨
年
同
様
５
，
０
０
０
発
の

花
火
を
打
ち
上
げ
る
た
め
に
、

次
の
と
お
り
街
頭
募
金
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日　

程　

８
月
１
日
㈭

場　

所

○
Ｊ
Ｒ
安
食
駅
南
口

６
時
～
８
時

○
ナ
リ
タ
ヤ
食
彩
館
安
食
店

18
時
～
19
時

○
マ
ル
エ
ツ
安
食
店

18
時
～
19
時

※
協
賛
金
も
引
続
き
募
集
し
て

い
ま
す
。
併
せ
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
リ
バ
ー

サ
イ
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（
協
賛
金
担
当

財
政
課
）

33
‐
７
７
０
２

夏
の
夜
空
を

花
火
で
い
っ
ぱ
い
に
！

会場案内図

利根川河川敷特設会場（栄町消防署前）

※雨天の場合は、25 日㈰に順延
なお、25 日も順延の場合は、花火大会のみ 31 日㈯に開催

（予備日９月 1 日㈰）

栄町の夏祭り

街
頭
募
金
活
動

24 日が
待ち遠しい

なぁ

※ JR 安食駅北側ロータリーから会場までのシャトルバスが運行されます。
このため、大型バスがロータリーに停車しますので、皆様のご理解ご協力をお願いいたします。

○
う
回
ル
ー
ト
に
つ
い
て

　

国
道
３
５
６
号
バ
イ
パ
ス
は

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
会
場
周
辺
の

渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
内
全
域
に
う
回
ル
ー
ト
が
設

定
さ
れ
ま
す
。
交
通
量
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
交
通

安
全
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

○
臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て

　
　

会
場
の
駐
車
場
は
、
渋
滞
対

　

策
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
の

　

18
時
頃
に
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。　

　

こ
れ
に
伴
い
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

　

ザ
さ
か
え
や
栄
町
職
員
駐
車
場

　

が
臨
時
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。

　
　

安
食
台
周
辺
で
交
通
量
の
増

　

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

う
回
ル
ー
ト
と
臨
時
駐
車
場

　

に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

う
回
ル
ー
ト
の
設
定
と

臨
時
駐
車
場
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プ ロ グ ラ ム
内 容 時　　　間

マリンイベント
●バスボート・マリンジェット体験乗船／北総マリン

体験乗船時間５分程度　※受付制 13 時～ 16 時 30 分

●河川巡視艇での利根川周遊／国土交通省
周遊時間約 40 分×４回・各回先着 20 名　※受付制

① 13 時～ 13 時 40 分
② 13 時 50 分～ 14 時 30 分
③ 14 時 40 分～ 15 時 20 分
④ 15 時 30 分～ 16 時 10 分

フィールドイベント
●自然災害体験車、降雨体験車／国土交通省

地震体験車／千葉県防災政策課 ※受付制 13 時～ 16 時 30 分

●フィールドゲームコーナー
栄町社会福祉協議会・水 ing ㈱・シーデーシー情報システム㈱　※受付制 13 時～ 17 時

●ＰＲコーナー
成田国際空港㈱・栄町社会福祉協議会 13 時～ 17 時

●出張コスプレの館／ドラムの里
浴衣の着付け 16 時～ 19 時

●どらまめコーナー／栄町どら黒豆生産販売推進協議会
どらまめや加工品のＰＲ 16 時～ 19 時

●キャンドルメッセージ／キャンドルナイトの会
手作りキャンドル 2,000 本によるメッセージ 18 時～ 20 時

ステージイベント　　　ＭＣ：ナラヨシタカ

●オープニング
下総栄太鼓・栄中学校吹奏楽部 13 時～ 14 時

●ｂａｙｆｍ（じゃんけん大会）
素敵なプレゼントを用意しています。 14 時～ 14 時 30 分

●ダンスパフォーマンスショー
フレンズダンスソサエティーメンバーによるダンス披露 14 時 30 分～ 14 時 50 分

●第７回ダンスコレクション　in ＳＡＫＡＥ（第１部）
ダンスコンテスト 14 時 50 分～ 15 時 50 分

●第７回ダンスコレクション　in ＳＡＫＡＥ（第２部）
ダンスコンテスト 16 時 10 分～ 17 時 30 分

●ゲストパフォーマンスショー　Part ①
ＧＯＷ　ミニライブ 17 時 30 分～ 17 時 50 分

●主催者・来賓あいさつ 17 時 50 分～ 18 時 05 分

●ゲストパフォーマンスショー　Part ②
加藤　雄一郎（サックス奏者）ミニライブ 18 時 05 分～ 18 時 35 分

●第７回ダンスコレクション in SAKAE
ダンスコンテスト審査結果発表・表彰式
審査員：NANA（MAX）・MIHO  BROWN・しづにゃん
表　彰：優勝（１位）・準優勝（２位）・優秀作品（第３位）・特別賞

18 時 35 分～ 19 時 20 分

さかえフードコート

●模擬店（20 ブース） 13 時～ 18 時 30 分

花火大会

●協賛による花火の打上げ（5,000 発） 19 時 30 分～ 20 時 15 分

主　催　SAKAE リバーサイド・フェスティバル実行委員会
協　賛　日本食研ホールディングス株式会社・有限会社北総マリン・TBC（TonegawaBassClub）

・栄町・栄町教育委員会・栄町消防本部
後　援　国土交通省関東地方整備局利根川下流河川事務所
協　力　株式会社ベイエフエム・成田国際空港株式会社・栄町商工会・栄町建設協同組合・栄町地区連

絡協議会・西印旛農業協同組合・NPO 法人栄町観光協会・栄町矢口工業団地連絡協議会・株
式会社ナリタヤ・株式会社紀文食品東京工場・栄町建設業災害対策協力会・キャンドルナイト
の会・フレンズダンスソサエティー・長門川水道企業団

問合せ　SAKAE リバーサイド・フェスティバル実行委員会事務局（産業課 33-7713）

【審査員】

【スペシャルゲスト
審査員】

MIHO BROWN

NANA (MAX)

※天候やその他の都合により、内容・時間などを変更、または中止する場合があります。

しづにゃん

ＧＯＷ

【ゲスト
　　パフォーマー】
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印
旛
支
部
消
防
操
法
大
会
が
栄
町
で
開
催
さ
れ

ポ
ン
プ
車
の
部
で
第
１
分
団
第
１
部
が
優
勝

　

６
月
30
日
に
町
民
Ｃ
グ
ラ
ン
ド
（
利
根
川
河
川
敷
）
で
第
39
回

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支
部
消
防
操
法
大
会
が
行

わ
れ
、
印
旛
郡
内
９
市
町
よ
り
消
防
団
の
代
表
が
集
結
し
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

小
雨
の
ぱ
ら
つ
く
中
、
栄
町
出
場
隊
へ
の
熱
い
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
栄
町
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
の
部

　

に
第
１
分
団
第
１
部
（
一
区
）

　

が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第

　

３
分
団
第
２
部
（
龍
角
寺
）

　

が
出
場
し
、
３
か
月
間
の
訓

　

練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

　

健
闘
し
ま
し
た
。

○
第
１
分
団
第
１
部
は　

ポ
ン

プ
車
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
出

場
し
た
岩
井
赳
志
さ
ん
（
一

区
）
は
、
優
秀
２
番
員
と
し

て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
優
勝
し
た
第
１
分
団
第
１
部

に
つ
い
て
は
、
印
旛
支
部
の

代
表
と
し
て
、
７
月
27
日
に

行
わ
れ
た
第
55
回
千
葉
県
消

防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
栄
町
と
し
て
は
、
実
に

27
年
ぶ
り
の
県
大
会
へ
の
出

場
と
な
り
ま
し
た
。

○
千
葉
県
消
防
操
法
大
会
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
防
災
課
総
務
班


95-

８
９
８
０

▲優秀２番員の岩井赳志さん ▲ポンプ車演技開始

▲正しい動作で、まっすぐ伸ばします。▲標的を早く倒します。

▲ホースを置いて、素早く伸ばす！ ▲標的を倒しました！
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犯
罪
の
少
な
い
ま
ち

　

昨
年
、
栄
町
で
の
犯
罪
発
生

件
数
は
89
件
で
し
た
。
ま
た
、

千
葉
県
内
の
市
町
村
の
犯
罪
発

生
件
数
を
人
口
当
た
り
で
比
較

す
る
と
、
県
内
で
一
番
、
犯
罪

の
少
な
い
安
全
・
安
心
な
町
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
防
犯
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
や
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る

も
の
で
す
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
は

○
イ
ベ
ン
ト
時
の
防
犯
警
備

○
防
犯
啓
発

○
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

　

に
よ
る
見
回
り
な
ど
を
行
っ

　

て
い
ま
す
。

町
で
は

○
４
月
よ
り
防
犯
活
動
の
拠
点

　

と
し
て
安
食
駅
前
ロ
ー
タ
リ

　

ー
脇
に
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
を
開

　

設
し
、
児
童
・
生
徒
の
見
守

　

り
や
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な

　

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
犯
罪
の
未
然
防
止
・
早
期
解

　

決
の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

　

設
置
を
進
め
る
な
ど
、
犯
罪

　

が
発
生
し
に
く
い
環
境
づ
く

　

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
、
防
犯
意
識
を
も
ち

自
主
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
自
宅
や
車
な

ど
の
鍵
の
閉
め
忘
れ
や
、
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
の

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
ご
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
自
主
防
犯
活
動

・
自
転
車
の
二
重
ロ
ッ
ク

・
自
宅
入
口
に
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

　

ト
の
設
置

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

・
窓
に
補
助
錠
の
設
置

・
固
定
電
話
を
留
守
番
電
話
設

　

定
に
す
る
な
ど

問
合
せ　

総
務
課
行
政
班

　
　
　
　


95-

１
１
１
１

　

町
で
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
「
安
食
駅
～
竜
角
寺
台
車
庫
」
の
路
線
維
持
に
つ
い
て

～
路
線
維
持
の
た
め
の
赤
字
補
填
～

●
京
成
タ
ク
シ
ー
成
田
㈱
よ
り
、

　

近
年
、
本
路
線
の
乗
降
客
の

　

急
減
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
の

　

収
支
が
約
１
１
，
０
０
０
千

　

円
の
赤
字
見
込
み
の
た
め
、

　

町
か
ら
の
全
額
赤
字
補
填
が

　

な
け
れ
ば
、
路
線
を
廃
止
す

　

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
町
と
し
て
は
、
こ
の
路
線
は
、

　

沿
線
住
民
の
生
活
に
と
っ
て

　

大
変
重
要
な
路
線
で
あ
る
こ

　

と
か
ら
、
現
在
、
廃
止
さ
れ

　

な
い
こ
と
を
第
一
に
交
渉
し

　

て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、
少
し
で
も
町
の
財

　

政
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、

　

同
社
に
対
し
、
運
賃
値
上
げ

　

も
含
め
た
企
業
努
力
を
要
求

　

し
て
い
ま
す
。

●
路
線
バ
ス
の
現
状

路
線　

Ｊ
Ｒ
安
食
駅
～
酒
直
台

　

～
竜
角
寺
台
車
庫（
約
５
ｋ
ｍ
）

運
賃　

１
６
０
円
～
２
６
０
円

便
数

○
平
日

　

Ｊ
Ｒ
安
食
駅
～
竜
角
寺
台
車
庫

　

32
便

○
土
休
日

　

Ｊ
Ｒ
安
食
駅
～
竜
角
寺
台
車
庫

　

28
便

●
乗
降
客
数

Ｈ
25
年　

１
０
０
，
０
５
１
人

Ｈ
26
年　
　

９
９
，
５
０
０
人

Ｈ
27
年　
　

９
５
，
５
０
９
人

Ｈ
28
年　
　

９
４
，
３
３
５
人

Ｈ
29
年　
　

８
５
，
６
０
０
人

Ｈ
30
年　
　

６
３
，
０
５
９
人

●
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
緯

平
成
31
年
２
月
１
日

［
㈱
千
葉
交
タ
ク
シ
ー
］

　

全
額
の
赤
字
補
填
が
な
い
場

合
は
、
路
線
を
廃
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
言
う
申
し
出
が
あ
っ

た
。

平
成
31
年
２
月
５
日

［
㈱
千
葉
交
タ
ク
シ
ー
］

　

路
線
廃
止
を
し
な
い
た
め
に

は
、
内
金
と
し
て
、

５
，
０
０
０
千
円
を
予
算
計
上

す
る
こ
と
を
確
約
す
る
よ
う
要

請
が
あ
っ
た
。

平
成
31
年
２
月
７
日　
［
町
］

　

こ
の
路
線
は
、
沿
線
住
民
の

生
活
に
と
っ
て
重
要
な
路
線
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
止
や
減
便

し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
赤
字
補

填
な
し
で
現
状
の
運
行
を
維
持

す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

平
成
31
年
３
月
１
日

　

㈱
千
葉
交
タ
ク
シ
ー
と
成
田

タ
ク
シ
ー
㈱
が
統
合
し
、
京
成

タ
ク
シ
ー
成
田
㈱
と
な
っ
た
。

平
成
31
年
３
月
７
日

［
京
成
タ
ク
シ
ー
成
田
㈱
］

　

内
金
５
，
０
０
０
千
円
を
、

予
算
計
上
す
る
確
約
書
を
提
出

す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

平
成
31
年
３
月
13
日　
［
町
］

　

内
金
５
，
０
０
０
千
円
の
補

正
予
算
（
案
）
を
、
町
議
会
に

提
案
す
る
確
約
書
を
提
出
し

た
。

令
和
元
年
６
月
14
日　
［
町
］　

　

令
和
元
年
６
月
議
会
で
、
赤

字
額
の
内
金
５
，
０
０
０
千
円

の
補
正
予
算
可
決
。

　

た
だ
し
、
補
正
予
算
は
可
決

さ
れ
た
が
、
議
会
に
お
い
て
附

帯
決
議
を
全
員
一
致
で
可
決
。

令
和
元
年
８
月
１
日
現
在

　

附
帯
決
議
に
沿
い
交
渉
中
。

※
な
お
、
財
源
確
保
に
つ
い
て

　

は
、
赤
字
補
填
額
の
８
割
が

　

特
別
交
付
税
の
対
象
と
な
る

　

こ
と
。

※
附
帯
決
議
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
班

　
　
　
　


33-

７
７
７
３

付
帯
決
議
書
は
こ
ち
ら

▼
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移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
休
憩
室
を
貸
し
出
し
ま
す
！

申
請
で
き
る
団
体

　

町
内
で
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
す
る
団
体

※
政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的
と

　

す
る
も
の
、
法
令
ま
た
は
公
序

　

良
俗
に
反
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ

　

の
貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

貸
出
し
料　

無
料

貸
出
し
期
間　

１
週
間
ま
で

申
請
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
日
の
６
か
月

前
か
ら
７
日
前
ま
で
に
「
栄
町
移

動
式
赤
ち
ゃ
ん
休
憩
室
貸
出
申
請

書
」
を
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
１

階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
で
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
主

催
す
る
団
体
に
、
赤
ち
ゃ
ん
休
憩
室
（
テ
ン
ト
・
お
む
つ
交
換
台
・

椅
子
な
ど
一
式
）
を
貸
し
出
し
ま
す
。そ

の
他

〇
貸
出
し
の
際
に
ご
説
明
す
る

　

遵
守
事
項
を
守
っ
て
ご
使
用

　

く
だ
さ
い
。

〇
貸
出
し
と
返
却
は
、
子
育
て

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー


37-

７
１
８
５

　

町
で
は
、
病
気
や
病
気
の
回

復
期
に
あ
る
お
子
さ
ま
を
一
時

的
に
預
か
る
「
病
児
・
病
後
児

保
育
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
が
休
め
な
い
！
子
ど
も

を
預
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
！
な
ど
で
お
困
り
の
時
は
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

※
た
だ
し
、
利
用
に
は
事
前
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対　

象

　

生
後
５
か
月
～
小
学
３
年
生

場　

所

　

北
総
栄
病
院
内

　
「
栄
町
病
児
ル
ー
ム
」

保
育
時
間

　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　

８
時
～
18
時

利
用
料

　

日
額　

２
，
５
０
０
円

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

児
童
福
祉
班


33-

７
７
０
７

病
児
・
病
後
児
保
育
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

全
２
回
連
続
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
回　

９
月
28
日
㈯

10
時
～
12
時

第
２
回　

10
月
26
日
㈯

10
時
～
12
時

対
象
者

①
こ
れ
か
ら
パ
パ
に
な
る
方
～

お
子
様
が
３
歳
未
満
の
新
米

パ
パ

②
お
子
様
が
３
歳
以
上
～
就
学

前
の
パ
パ
（
３
～
５
歳
児
の

お
子
さ
ま
は
パ
パ
と
一
緒
に

参
加
で
き
ま
す
）

※
町
内
在
住

※
全
２
回
に
参
加
で
き
る
方

定　

員
①
は
８
名　

②
は
８
組

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん

マ
マ
と
一
緒
に
育
児
や
家
事
を
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
パ
パ
の
た
め
に
、
今
回
は
、
料
理
に
使
う
器
作
り
講

座
を
用
意
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
陶
芸
！　

～
う
ち
の
パ
パ
は
芸
術
家
～

講
義
内
容

１
回
目

○
家
族
団
ら
ん
の
た
め
の
品

　

を
作
っ
て
み
よ
う　

○
粘
土
を
使
っ
て
お
皿
や
カ

ッ
プ
な
ど
、
好
き
な
も
の

を
作
り
ま
し
ょ
う

２
回
目

○
家
族
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

向
け
て
第
１
回
で
作
っ
た

も
の
に
、
絵
を
か
い
た
り

釉
薬
（
ゆ
う
や
く
）
を
か

け
た
り
し
て
作
品
を
完
成

さ
せ
ま
し
ょ
う

※
作
品
の
受
け
取
り
は
11
月

以
降
と
な
り
ま
す

講　

師　

鈴
木　

眞
弓
先
生

　
　
（
陶
遊
会
）

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
　

さ
か
え

申
込
み　

８
月
31
日
㈯
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー


37-

７
１
８
５

パ
パ
の
た
め
の
育
児
応
援
塾
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８
月
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券(

中
学
３
年
生
ま
で
対
象)

は
、

７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
が
お
済
で
な
い

方
は
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
高
校
生
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
お

支
払
い
の
後
、
医
療
費
助
成
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
券
申
請
方
法

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
認

定
申
請
書
に
対
象
と
な
る
子
ど

も
の
健
康
保
険
証
（
写
し
）
を

添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課　

　

児
童
福
祉
班


33-

７
７
０
７

児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出

　

現
況
届
は
、
毎
年
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
の
所
得

や
受
給
資
格
な
ど
の
確
認
に
必

要
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
お
よ
び
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

※
受
給
中
の
方
に
は
７
月
末
に

案
内
文
を
郵
送
し
ま
し
た
。

対
象
者

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童(

あ
る
一
定
以
上
の
障

が
い
を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未

満)

を
養
育
し
、
か
つ
、
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
父(

母)

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
は
、
手
当
を
受
け
る
本

人
や
扶
養
義
務
者(

同
居
の
直
系

血
族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹)

の
所
得

に
よ
っ
て
、
支
給
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

児
童
福
祉
班　


33-

７
７
０
７

特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
の
提
出

　

こ
の
届
出
は
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
の
所

得
や
受
給
資
格
な
ど
を
確
認
す

る
も
の
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

　

８
月
９
日
㈮
～
９
月
11
日
㈬

対
象
者

　

身
体
、
知
的
及
び
精
神
に
中

度
／
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

問
合
せ　

　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

障
害
者
福
祉
班


33-

７
７
０
７

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
・
・
・

　

空
き
家
の
所
有
者
が
、
そ
の
物
件
の
有
効
活
用
を
目
的
に
、
物

件
情
報
を
登
録
し
ま
す
。

　

そ
の
情
報
を
見
て
、
借
り
た
い
、
買
い
た
い
と
い
う
希
望
者
と
所

有
者
と
の
橋
渡
し
を
『
町
』
と
『
千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

印
旛
支
部
』
が
連
携
し
て
行
う
制
度
で
す
。

～
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
支
援
～

　

町
内
に
空
き
家
を
所
有
し
、
売
却
や
賃
貸
を
お
考
え
の
方
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と

　

２
万
円
交
付

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
物
件
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、

工
事
費
用
の
１
／
５
で
、
上
限
額
20
万
円
の
補
助
（
千
円
未
満
切

り
捨
て
）

子
ど
も
医
療
費
助
成

受
給
券
の
更
新

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課　


33-

７
７
１
９
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加
入
し
ま
し
た
か
！
８
月
は
、「
千
葉
県
市
町
村

交
通
災
害
共
済
」
の
一
斉
加
入
月
間
で
す

　

年
間
７
０
０
円
の
会
費
で
、

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
最

高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
は
、
一
斉
加
入
推
進
月

間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

年
会
費　

　

１
人
に
つ
き
７
０
０
円

共
済
期
間

　

９
月
１
日
か
ら
翌
年
の

　

８
月
31
日
ま
で
（
１
年
間
）

対
象
と
な
る
事
故

　

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自

転
車
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
で
、

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
か

ら
交
通
事
故
証
明
書
が
発
行
さ

れ
る
も
の
。

見
舞
金
の
額　

死
亡
…
１
５
０
万
円

傷
害
…
入
院
・
通
院
の
実
日
数

　

に
応
じ
て
２
万
円
～
50
万
円

身
体
障
害
…
身
体
障
害
等
級　

　

１
級
ま
た
は
２
級
と
な
っ
た

　

場
合
、
傷
害
見
舞
金
の
ほ
か

　

に
50
万
円

交
通
遺
児
…
遺
児
１
人
に
つ
き

10
万
円

申
込
期
間

　

８
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

申
込
み　

加
入
申
込
書
に
会
費

を
添
え
て
住
民
課
窓
口
へ

○
加
入
申
込
書
は
、
住
民
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

○
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中

学
校
、
特
別
支
援
学
校
な
ど

で
集
団
加
入
し
て
い
る
方
は

対
象
外
で
す
。

○
申
込
期
間
が
過
ぎ
た
後
で
も

随
時
加
入
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
申
込
み
の
際
は
、
お
つ
り
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
課
戸
籍
住
民
班

　


33
‐
７
７
０
４

　

交
通
災
害
共
済
は
、
利
益
を
目
的
と
し
な
い
住
民
相
互
の
共
済

制
度
で
、
公
共
団
体
が
運
営
し
て
い
る
安
心
、
有
利
な
制
度
で
す
。

大
相
撲

千
賀
ノ
浦
部
屋
が
夏
合
宿

　

栄
町
出
身
の
力
士
「
舛
乃
山
」
が
所
属
す
る
、
千
賀
ノ
浦
部

屋
の
夏
合
宿
が
、
今
年
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

稽
古
風
景
な
ど
の
見
学
は
自
由
で
す
。
大
相
撲
の
迫
力
を
間

近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ち
ゃ
ん
こ
の
振
る
舞
い

　

期
間
中
は
、
稽
古
終
了
後
に

力
士
た
ち
に
よ
る
、
千
賀
ノ
浦

部
屋
特
製
の
「
ち
ゃ
ん
こ
」
の

振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

外
国
人
向
け
相
撲
体
験
会

○
観
光
な
ど
で
日
本
を
訪
れ
て

い
る
観
光
客
や
町
内
に
住
ん

で
い
る
外
国
人
の
方
を
対
象

に
、
相
撲
体
験
会
を
実
施
し

ま
す
。

○
女
性
や
子
ど
も
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い

の
方
の
中
に
外
国
人
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

内　

容　

・
所
作
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
力
士
を
相
手
に
取
り
組
み

・
土
俵
で
の
記
念
撮
影

※
大
人
用
・
子
ど
も
用
の
わ
ま

　

し
は
、
用
意
し
ま
す
。

朝
稽
古

　

８
月
６
日
㈫
か
ら
10
日
㈯
ま

　

で
の
５
日
間　

各
日
８
時
～

稽
古
場
所

　

ふ
れ
あ
い
広
場

　
（
安
食
台
第
一
近
隣
公
園
前
）

※
駐
車
場
は
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
さ
か
え
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日　

時　

８
月
10
日
㈯

　

受
付
…
９
時
～

会　

場　

ふ
れ
あ
い
広
場

　
（
安
食
台
第
一
近
隣
公
園
前
）

服　

装　

体
操
服
な
ど
動
き
や

　

す
い
服
装

※
ま
わ
し
は
用
意
し
ま
す
。

対
象
者　

小
学
生

定　

員　

30
人

申
込
み　

電
話
に
て

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班


95
‐
１
１
１
２

ち
び
っ
こ
大
相
撲
体
験
会
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休
休
休

〒270-1516　印旛郡栄町安食1-18-23

JR安食駅改札口直進２分

往診
休

駐車場23台有

8月11日（日）～15（木）休診といたします。

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
や
垣
根
な
ど
の

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

○
道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の

枝
や
垣
根
な
ど
が
原
因
で
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
所
有

者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ご
自
宅
や
所
有
地
の
周
り
を

確
認
い
た
だ
き
、
樹
木
や
垣

根
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

道
路
に
隣
接
す
る
住
宅
地
・
山
林
な
ど
か
ら
、
樹
木
の
枝
や
幹
が

道
路
に
張
り
出
し
、
車
や
歩
行
者
の
通
行
に
支
障
に
な
っ
て
い
る
と

の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

○
私
有
地
か
ら
道
路
に
張
り
出

し
て
い
る
樹
木
な
ど
に
つ
い

て
は
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時

を
除
き
、
町
で
処
理
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

建
設
課
施
設
管
理
班


33-

７
７
１
１

成
田
空
港
周
辺
地
域
を

よ
く
す
る
活
動
を
応
援
し
ま
す

対
象
事
業

　

成
田
空
港
周
辺
地
域
の
地
域

振
興
、
観
光
振
興
ま
た
は
景
観

形
成
な
ど
に
つ
な
が
る
事
業
で

あ
っ
て
、
成
田
空
港
周
辺
地
域

の
う
ち
２
市
町
以
上
を
含
む
事

業
と
し
ま
す
。

※
過
去
に
採
択
さ
れ
た
も
の
で

は
、
道
の
駅
な
ど
を
利
用
し
、

日
本
文
化
に
ふ
れ
る
ミ
ニ
観

光
コ
ー
ス
の
開
発
や
自
然
と

の
共
生
を
テ
ー
マ
と
し
て
空

港
周
辺
地
域
で
竹
灯
り
を
広

め
る
こ
と
な
ど
。

　

成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会
議
で
は
、
広
く
一
般
か
ら
成
田

空
港
周
辺
地
域
の
共
栄
に
つ
な
が
る
協
働
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
事
業
実
施
団
体
と
共
生
・
共
栄
会
議
の

共
栄
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

成
田
空
港
周
辺
地
域

　

成
田
市
、
富
里
市
、
山
武
市
、

香
取
市
、
多
古
町
、
芝
山
町
、
横

芝
光
町
、
栄
町
お
よ
び
神
崎
町

実
施
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日

負
担
金
の
額

　

一
つ
の
事
業
に
対
し
負
担

金
と
し
て
交
付
す
る
額
は

１
０
０
万
円
以
下
と
し
ま
す
。

選
定
事
業
数

　

合
計
２
事
業
を
選
定
し
ま
す
。

た
だ
し
１
団
体
に
つ
き
選
定
さ

れ
る
事
業
は
１
事
業
で
す
。

募
集
期
間

　

令
和
元
年
８
月
１
日
㈭
～

９
月
30
日
㈪
必
着

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
成
田
空

港
地
域
共
生
・
共
栄
会
議

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

U
R

L

：h
ttp

://w
w

w
.n

a
ri-

ta-kyo
u
sei.gr.jp

/

問
合
せ

　

成
田
空
港
地
域
共
生
・

共
栄
会
議


０
４
７
９-

85-

７
７
１
５

　
（
平
日
９
時
～
12
時
、

13
時
～
17
時
）
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中
学
生
の

英
語
検
定
の
助
成

　

栄
町
で
は
、
中
学
生
の
英
語

力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
左

記
の
条
件
に
よ
り
、
英
語
検
定

受
検
料
を
年
度
に
一
回
に
限
り

全
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
も
第
二
回
試
験
か
ら

対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象

　

栄
町
在
住
の
中
学
生

※
栄
中
学
校
以
外
の
中
学
生
に

も
助
成
が
で
き
ま
す
。

助
成
条
件

　

栄
中
学
校
会
場
で
の
受
検

申
請
方
法

○
栄
中
学
校
の
生
徒

申
込
書
は
、
学
校
よ
り
配

付
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
栄
中
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
栄
中
学
校
以
外
の
生
徒

　
　

申
込
書
は
、
栄
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

栄
町
学
校
教
育
課
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

受
検
日

①
第
二
回

10
月
４
日
㈮

②
第
三
回　

１
月
24
日
㈮

申
込
書
提
出
期
限

①
第
二
回　

９
月
３
日
㈫

②
第
三
回

12
月
11
日
㈬

問
合
せ　

学
校
教
育
課

　

学
務
指
導
班


33-

７
７
１
７

創
業
支
援
補
助
金
制
度

　

町
内
で
創
業
す
る
方
に
対
し

補
助
制
度
に
よ
る
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

補
助
額

　

創
業
に
係
る
経
費
の
１
／
２

（
上
限
50
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

（
創
業
に
係
る
次
の
経
費
）

〇
事
務
所
・
店
舗
の
賃
借
料

○
改
修
工
事
費
や
備
品
購
入
費

○
広
告
宣
伝
費

助
成
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
産
業
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

産
業
課
産
業
振
興
班　


33-

７
７
１
３

商
売
繁
盛
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て

　

商
工
会
で
は
、
月
に
一
度
、

中
小
企
業
診
断
士
の
専
門
家
が

巡
回
指
導
で
栄
町
商
工
会
へ
や

っ
て
来
る
「
商
売
繁
盛
窓
口
」

を
開
設
し
て
経
営
の
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、

商
売
の
こ
と
な
ら
些
細
な
こ
と

で
も
、
ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
日

　

９
月
19
日
㈭
、
10
月
10
日
㈭
、

11
月
14
日
㈭
、
12
月
５
日
㈭
、

令
和
２
年
１
月
９
日
㈭
、
２
月

13
日
㈭

相
談
時
間

　

９
時
～
16
時

※
一
回
の
相
談
は
原
則
１
時
間

程
度

相
談
場
所　

各
事
業
所
へ
訪
問

　

も
し
く
は
栄
町
商
工
会
の
い

　

ず
れ
か
。　
　

問
合
せ

　

栄
町
商
工
会

　
（
栄
町
役
場
４
階
）


95-

０
２
４
５

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

わ
が
社
に
も
退
職
金
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

「
中
退
共
」
は
、
中
小
企
業
の

た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。

　

掛
金
助
成
や
法
律
上
の
優
遇

が
受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
だ
か

ら
管
理
も
簡
単
で
す
。

問
合
せ　
（
独
）
勤
労
者
退
職

　

金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

　

本
部


03-

６
９
０
７-

　

１
２
３
４

事
業
承
継
出
張
相
談
会

　

事
業
承
継
と
は
、
様
々
な
経

営
資
源
を
引
き
継
ぐ
事
で
す
。

資
源
と
し
て
「
経
営
（
人
）」
と

「
資
産
（
財
産
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

承
継
に
は
十
分
な
準
備
期
間

を
も
っ
て
計
画
的
に
進
め
る
事

が
必
要
で
す
。

　

相
談
内
容
は
、
親
族
内
承
継

や
親
族
外
承
継
譲
渡
・
譲
受
、

そ
の
他
全
般
で
す
。
ど
ん
な
事

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
場
・
相
談
日

○
成
田
会
場

８
月
21
日
㈬
・
９
月
18
日
㈬

成
田
商
工
会
議
所


22-

２
１
０
１

○
佐
倉
会
場

８
月
６
日
㈫
・
９
月
３
日
㈫

佐
倉
商
工
会
議
所


０
４
３-

４
８
６-

２
３
３
１

※
相
談
は
完
全
予
約
制
で
無
料

で
す
。

※
申
し
込
み
は
各
会
場
に
お
申

し
込
み
だ
く
さ
い
。

そ
の
他
千
葉
県
内
各
地
の
商

工
会
議
所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

千
葉
県
事
業
引
き
継

　

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー


０
４
３-

４
４
５-

８
２
０
５

　

産
業
課
産
業
振
興
班　


33-

７
７
１
３

平
成
30
年
度
の
結
果

○
栄
中
の
英
語
検
定
受
験
率
は
、

　

約
60
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

　

い
ま
す
。

○
栄
中
３
年
生
の
英
語
検
定
準

２
級
の
取
得
率
は
、
約
10

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
栄
中
３
年
生
の
英
語
検
定
３

級
の
取
得
率
は
、
約
41
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
文
部
科
学
省
が
目
標
と
す
る
、

中
学
校
卒
業
時
の
英
語
検
定

３
級
取
得
率
は
50
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
文
部
科
学
省
の
目
標

値
ま
で
あ
と
10
パ
ー
セ
ン
ト

を
切
っ
て
い
ま
す
。

※
全
国
的
に
、
英
語
検
定
取
得

率
35
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る

学
校
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
栄
中
学
校
の
取

得
率
は
、
と
て
も
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課

　

学
務
指
導
班


33-

７
７
１
７

　

栄
町
の
中
学
生
の
英
語
検
定

取
得
率
は
、
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
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ご
み
の
収
集
日
や
資
源
物
の
分
別
方
法
な
ど
の
情
報
が
一
つ
に

な
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
～
る
」
が
本
町
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
機
能

○
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー

お
住
ま
い
の
地
区
に
応
じ
て
、

収
集
日
を
カ
レ
ン
ダ
ー
で
表
示

し
ま
す
。「
明
日
は
何
ご
み

の
収
集
日
？
」「
次
の
ビ
ン
・

カ
ン
の
収
集
日
は
い
つ
？
」

と
い
う
疑
問
に
答
え
ま
す
。

○
ご
み
の
分
別
帳

　

ご
み
の
品
目
ご
と
に
分
別
方

　

法
を
記
載
し
て
い
ま
す
。「
傘

　

っ
て
ど
う
や
っ
て
捨
て
る

　

の
？
」「
布
団
を
処
分
し
た

　

い
け
ど
…
」
と
い
う
疑
問
に

　

答
え
ま
す
。

○
プ
ッ
シ
ュ
通
知

収
集
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
機
能
で
す
。
あ

ら
か
じ
め
設
定
し
た
日
時
に

収
集
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　

全
て
の
機
能
を
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。
右
側
の
二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
ご
み
や
資
源

物
の
適
正
な
分
別
の
た
め
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
信
料
は
利
用
者
の

ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　

環
境
協
働
課
環
境
班


33-

７
７
１
０

ご
み
分
別
ア
プ
リ
が
利
用
可
能
に

　

８
月
３
日
㈯
の
開
庁
日
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
更

新
作
業
が
あ
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
証
明
書
の
発
行
な
ど
は
通
常
通
り
行
い
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
課
戸
籍
住
民
班

　


33
‐
７
７
０
４

８
月
３
日
㈯
の
土
曜
開
庁
に
つ
い
て

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
地
震
や
津
波
な
ど
の
緊
急
時
、
す
ぐ

に
対
処
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
し
た
際
、
国

が
市
町
村
の
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
、
住
民
に
直
接

知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

国
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
の

確
認
と
し
て
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
実
際
に
放
送
が
流

れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
日　

８
月
28
日
㈬　

11
時
頃

対
象
区
域　

栄
町
全
域

放
送
内
容　

チ
ャ
イ
ム
音
の
あ
と
に
、「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。」
を
３
回
繰
り
返
し
て
放
送

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
防
災
課
防
災
班　


95
‐
８
９
８
３

J
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

受
動
喫
煙
防
止
の
取
り

組
み
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

○
「
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

本
年
７
月
１
日
か
ら
、
学
校
・

行
政
機
関
・
児
童
福
祉
施
設

な
ど
が
原
則
敷
地
内
禁
煙
と

な
り
ま
し
た
。

○
町
で
は
、
受
動
喫
煙
が
町
民

の
健
康
に
与
え
る
影
響
を
考

慮
し
、
役
場
庁
舎
・
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
・
ド
ラ
ム

の
里
の
敷
地
内
を
原
則
禁
煙

と
し
ま
し
た
。

※
役
場
に
お
い
て
は
例
外
的
に
、

通
常
、
人
が
立
ち
入
ら
な
い

庁
舎
屋
上
に
喫
煙
ス
ペ
ー
ス

　
（
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
）
を
確

　

保
し
て
い
ま
す
。

○
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ

コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
は
、
が
ん

や
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の

多
く
の
病
気
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
た
ば
こ
の
煙
か
ら
健

康
を
守
る
た
め
、
敷
地
内
禁

煙
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班


33-

７
７
０
８

　

財
政
課
管
財
班　


33-

７
７
０
２

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え


95-

１
１
１
２

　

産
業
課
産
業
振
興
班


33-

７
７
１
３

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
こ
ち
ら

ⅰ
Ｏ
Ｓ
は
こ
ち
ら ▲

▲
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問
合
せ

　

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　


０
４
３-

４
８
３-

１
１
３
７

　

環
境
協
働
課
環
境
班　


33
‐
７
７
１
０

　

千
葉
県
で
は
、
夏
期
の
食
中
毒
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
、

８
月
１
日
㈭
か
ら
８
月
31
日
㈯
ま
で
を
「
食
中
毒
予
防
強
調
月

間
」
と
し
、
食
中
毒
予
防
の
啓
発
や
食
品
営
業
施
設
へ
の
監
視
指

導
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！

●
食
品
購
入
時

①
消
費
期
限
な
ど
を
確
認
す
る
。

②
肉
や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や

冷
凍
食
品
は
最
後
に
買
う
。

③
肉
や
魚
な
ど
は
汁
が
他
の
食

品
に
付
か
な
い
よ
う
に
分
け

て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
。

④
寄
り
道
を
せ
ず
、
す
ぐ
帰
る
。

●
保
存
時

①
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品

は
、
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
保
管
す
る
。

②
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍

庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
に

保
つ
。

③
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
詰
め
す

ぎ
な
い
。

●
調
理
時

①
調
理
の
前
に
石
け
ん
で
丁
寧

に
手
を
洗
う
。

②
野
菜
も
よ
く
洗
う

③
包
丁
や
ま
な
板
は
肉
用
、
魚

用
、
野
菜
用
と
別
々
に
そ
ろ

え
て
使
い
分
け
る
か
、
洗
っ

て
熱
湯
を
か
け
て
か
ら
使
う
。

８
月
１
日
㈭

14
時
10
分
～
14
時
25
分

ナ
リ
タ
ヤ
食
彩
館
で
栄
町
食
品

衛
生
組
合
や
印
旛
保
健
所
管
内
食

品
衛
生
協
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
が

予
防
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
耕
作
放
棄
地

農
地
の
適
正
な
管
理
を
！

遊
休
農
地
は
、
地
域
・
集
落
の

環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
と
は

　

以
前
耕
作
し
て
い
た
土
地

で
、過
去
１
年
以
上
作
付
け（
栽

培
）
せ
ず
、
こ
の
数
年
の
間
に

再
び
作
付
け
す
る
考
え
の
な
い

遊
休
農
地
の
こ
と
で
す
。

　

今
月
、
農
業
委
員
会
で
は
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
よ
る
、
遊
休
農
地
の

調
査
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
の
所
有
者

な
ど
に
対
し
て
は
、
利
用
の
意

向
を
書
面
で
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

遊
休
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
課
税
強
化

　

農
業
委
員
会
が
行
う
遊
休
農

地
の
利
用
意
向
調
査
に
対
し
、

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
し

付
け
の
意
思
表
明
を
せ
ず
、
自

ら
耕
作
の
再
開
も
行
わ
な
い
な

ど
、
遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い

る
場
合
、
固
定
資
産
税
の
課
税

が
強
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会


33-

７
７
１
３

　

規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い
手

に
貸
し
付
け
る
農
業
振
興
地
域

内
の
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。

○
農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
考

え
て
い
る
、
農
地
の
管
理
に

困
っ
て
い
る
な
ど
で
、
貸
し

た
い
農
地
が
あ
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
新
た
な
農
地
の
貸
借
制
度
に

よ
り
、
公
益
社
団
法
人
千
葉

県
園
芸
協
会
（
千
葉
県
農
地

中
間
管
理
機
構
）
が
農
地
の

貸
し
借
り
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
の
農
地
の
一
定
割
合
を

機
構
に
貸
す
場
合
や
個
人
が

離
農
な
ど
で
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
協
力
金
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
課
農
政
推
進
班

　

ま
た
は
農
業
委
員
会


33-

７
７
１
３

千
葉
県
園
芸
協
会


０
４
３-

２
２
３-

　

３
０
１
１

農
地
を
貸
し
た
い
方
を

募
集
し
て
い
ま
す

８
月
は
食
中
毒
予
防
強
調
月
間
で
す

④
肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
す
る
。

加
熱
の
目
安
は
、
中
心
部
の

温
度
を
75
℃
で
１
分
間
以
上

加
熱
す
る
こ
と
。

⑤
冷
凍
食
品
は
使
う
分
だ
け
解

凍
し
、
冷
凍
や
解
凍
を
繰
り

返
さ
な
い
。

●
食
事
の
時

①
食
前
に
石
け
ん
で
手
を
洗
う
。

②
作
っ
た
料
理
は
長
時
間
、
室

温
で
放
置
し
な
い
。

●
残
っ
た
食
品

①
手
洗
い
後
、
清
潔
な
器
具
、

容
器
で
早
く
冷
え
る
よ
う
に

小
分
け
し
、
保
存
す
る
。

②
時
間
が
た
ち
過
ぎ
た
も
の
は

思
い
切
っ
て
捨
て
る
。

③
温
め
直
す
時
は
、
十
分
に
加

熱
す
る
。
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　ご自宅や仕事場にお花を飾って少しだけ豊かな日常にしてみませんか？
　ＪＲ安食駅を降りて右手へ進み、徒歩１分ほどのところに駅前のお花屋さん「Flower Shop
花惣」があります。平成７年の開業以来、鮮度と品種に徹底的にこだわった、お客様の手元で綺
麗に咲くお花を提供してくれます。
　そんな店主が、北は北海道から南は沖縄まで全国選りすぐりの産地から仕入れた高品質で新鮮
なお花が店内には並べられています。
　今の時期のおすすめの切花は、ヒマワリの「ビンセント・ポメロ」茎が固く水持ちが良い品種
で夏の時期にとても人気のお花です。
　切花の管理ってちょっと難しいなと思いがちですが、ご安心ください。いくつかのポイントを

わたしのまちのお店紹介⑬

押さえるだけで見違えるほど長持ちして良く咲いてくれるそ
うです。そんなアドバイスをしてくれたり、他にもお花のこ
とでわからないことがあれば気軽に相談にのってくれます。
　宅急便での地方発送にも対応してくれますので、ぜひ一度
ご来店し、花惣がセレクトしたお花を手に取って、ご覧にな
ってみてください。
問合せ　花惣　 95-9901　住所：安食 2-17-19

営行時間：９時 30 分～ 18 時　　
定休日 : 毎週木曜日（定休日の電話での予約可能） 
駐車場：２台

3 名の ALT の先生が退任されます
　今夏、今まで大変お世話になった３人のＡＬＴが退任されます。学校で、授業の際にはも
ちろん、休み時間や給食の時間でも、気さくに英語で会話をしてくださいました。おかげで
本場の英語にたくさん触れることができました。今までどうもありがとうございました。

アンガス先生からメッセージ

　３年間、栄町に住むことができて、栄町は第２の故郷に
なりました。栄中学校の生徒と別れなくてはならずとても
さみしいです。みなさんの活躍を期待しています。今まで
困った時に親切にしてくれて、どうもありがとうございま
した。いつの日か、遊びに来ます。

レイ先生からメッセージ
　２年間、どうもありがとうございました。来日当初は、慣
れない生活で戸惑うこともありましたが、みなさんが温かく
迎えてくれて、すぐに慣れました。滞在中、日本の文化にた
くさん触れることができました。どれも忘れることのできな
い良い思い出です。お別れはさみしいですが、みなさんのこ
とは決して忘れません。また、お会いしましょう。

ナビィ先生からメッセージ

　今までどうもありがとうございました。栄町の子ども達は
とても明るく、活発でした。おかげで楽しく授業をすること
ができました。そして、どんなときでもおもてなしの精神を
持ってやさしく接してくれました。みなさんのことは忘れま
せん。みなさんのこれからの活躍を心より応援しています。
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新
し
い
栄
町
防
災
連
絡
員
が
決
ま
り
ま
し
た

地　区　名 氏　名 地　区　名 氏　名

上町区 豊田　康雄 安食台 1.5.6 丁目自治会 野澤　弘

台下区 芳澤　武 安食台 2 丁目自治会 佐藤　泰正

辺引区 築比地　恭史 安食台 3 丁目自治会 滝川　建司

鷲町町内会 塚田　湧長 安食台四丁目自治会 神野　正行

仲町町内会 近藤　敏雄 酒直台自治会 千葉　正

下町町内会 勝田　洋子 竜角寺台自治会 南原　学

三区 川﨑　正平 南ヶ丘自治会 村上　明人

須賀区 池田　英治 西区 白石　浩巳

須賀新田区 浮嶋　力 布太区 長澤　淳

北辺田区 田中　惠治 三和区 坂井　靖夫

矢口区 五十嵐　家康 中谷区 水岡　時久

興津区 西谷　茂 北区 桜井　規喜

麻生区 根本　弘之 布鎌酒直・四ッ谷区 鈴木　啓一

龍角寺区 大見川　正明 和田区 岡戸　旭

酒直区 芝山　幸一 押付区 荒井　正行

南部区 土屋　秀和 曽根区 埜嵜　久雄

白山自治会 町田　俊彦 南区 岩田　裕之

松ヶ丘自治会 阪本　九州男 請方区 赤荻　富雄

田中自治会 平川　義昭 出津区 海老原　亨

防
災
連
絡
員
の
方
が
た
の
役
割
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
時
に

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
の
子
局
で
聞
き
取
れ
な
い
場
合
を
想
定
し

て
、
栄
町
防
災
メ
ー
ル
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
気
象
・
災
害
な

ど
の
情
報
を
得
て
、
必
要
に
応
じ
て
自
治
組
織
の
役
員
の
方
が
た

に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

任　

期　

令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で　

問
合
せ　

消
防
防
災
課
防
災
班


95-

８
９
８
３

新
た
な
廃
棄
物
減
量
等
推
進
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た

地　区　名 氏　名 地　区　名 氏　名 地　区　名 氏　名
上町区 内田　利雄 安食台 2 丁目自治会 大橋　賢次 和田区 岩田　忠雄
台下区 林田　千代子 安食台 2 丁目自治会 山本　篤子 押付区 田口　充弘
辺引区 須藤　信郎 安食台 3 丁目自治会 飯野　正弘 曽根区 尾花　昌英
鷲町町内会 塚田　湧長 安食台 3 丁目自治会 林　義光 南区 沖中　正隆
仲町町内会 宮島　泰郎 安食台四丁目自治会 有賀　徹 請方区 塩田　秀雄
下町町内会 大塚　正 安食台四丁目自治会 木所　賢次 出津区 島﨑　清美
三区 名古屋　明 酒直台自治会 加瀬　直照
須賀区 増田　和人 酒直台自治会 福本　朋子
須賀新田区 加藤　佳司 竜角寺台自治会 米村　冷子
北辺田区 藤江　信市 竜角寺台自治会 堀田　輝雄
矢口区 菊池　幸雄 竜角寺台自治会 阿部　潔
興津区 山田　勉 竜角寺台自治会 佐藤　允彦
麻生区 渡邉　浩介 竜角寺台自治会 坪井　武
龍角寺区 大見川　操 竜角寺台自治会 島村　禎郎
酒直区 石井　京子 南ヶ丘自治会 村上　明人
南部区 加藤　光男 南ヶ丘自治会 芝田　久義
白山自治会 菅沼　鉄男 西区 大熊　幸夫
松ヶ丘自治会 稲垣　孝司 布太区 長澤　淳
田中自治会 平川　顕枝 三和区 芳澤　みひろ
安食台 1.5.6 丁目自治会 氏田　薫 中谷区 水岡　時久
安食台 1.5.6 丁目自治会 大出　拓治 北区 大塚　利雄
安食台 2 丁目自治会 谷口　弘美 布鎌酒直・四ッ谷区 新海　隆

　

こ
れ
か
ら
２
年
間
、
地
区
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
み
の
分
別

お
よ
び
減
量
化
の
推
進
や
ご
み
集
積
所
の
適

正
な
利
用
に
関
す
る
指
導
な
ど
、
ご
み
減
量

の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

任　

期　

令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で　

問
合
せ　

環
境
協
働
課
環
境
班


33-

７
７
１
０

※敬称略

※
敬
称
略
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町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

町
の
ト
ピ
ッ
ク

町
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

　６月 25 日、矢口工業団地連絡協議会による環境美化
活動が行われました。
　18 社総勢 42 名で工業団地内と国道 356 号沿いのご
み拾いや土砂などの堆積物の取り除き作業などを行いま
した。

工業団地連絡協議会による

▲道路の土砂を取り除き、水た
まりができないようにします

▲道路沿いのごみを拾っています▲

　６月 22 日、竜角寺台地区の県道成田安食線バイパス沿いで、
春の花植え活動が行われました。
　この活動は、竜角寺台自治会の環境活動として実施しているもの
で、あおぞら会の支援を受けて、地域住民が参加して行われています。
　今年は約 70 名が参加して、バイパス沿いに黄色とオレンジ色
のマリーゴールドが植えられました。
　なお、この花植え活動は、コメリ緑育成財団の助成と、竜角寺
台自治会費により、行われています。

竜角寺台地区で春の花植え活動が行われました

環境美化活動が行われました

　６月９日、ふれあいプラザ文化ホールにお
いて、栄町舞踊連盟主催の福祉チャリティー

「舞踊発表会」が開催され、チャリティー募金
が舞踊連盟会長より手渡されました。

栄町社会福祉協議会へ寄附がありました
温かいご支援ありがとうございます

　６月１６日、ふれあいプラザ文化ホールに
おいて、栄町ライオンズクラブ主催の歌謡音
楽祭が開催され、売り上げの一部がライオン
ズクラブ会長より手渡されました。

　栄町社会福祉協議会は、地域の皆さま方、各種団体、各法
人の方がたの温かいご支援・ご協力をいただきながら、地域
福祉の充実に努めています。

　故武井正子さん（安食）の遺言により、６月７日、現金２２，４５５，３２５円および町内
の不動産が町へ寄附されました。
　町では善意のご厚意に対し、感謝状を贈呈しました。
　遺贈を受けた金品については、故人の意思にそって福祉のために有効に活用させていただ
きます。

福祉のために役立てて！と多額の寄付がありました

▲

▲
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町
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町
で
話
題
に
な
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た
こ
と

町内小・中学生が歯と口の健康審査会で優秀な成績を収めました

　７月１日に「社会を明るくする運
動」が行われました。この運動は、罪
を犯した人たちの立ち直りについて理
解を深めるための全国的な運動です。
　栄町では岡田町長を実行委員長とし
て、保護司会、更生保護女性会が力を
合わせて取り組んでいます。
　当日は、社会福祉協議会会長といっ
しょに安食駅、ナリタヤ、マルエツ前
で啓発活動を行いました。

会を明るくする運動が行われました社

これからも歯を大切にするぞ！
（表彰式後の記念撮影）

▲

スーパーに立ち寄ったお客様に、
笑顔で声を掛けていました。

▲

健歯の部　　　優秀賞　石井　孝征さん（安食台小６年）
川柳の部　　　第１位　清水　希望さん（安食台小５年）
作文の部　　　佳　作　寺田　怜央さん（布鎌小３年）
ポスターの部　佳　作　冨井　星空さん（布鎌小５年）
書写の部　　　佳　作　中村　心美さん（安食小６年）

　６月６日、成田国際文化会館で印旛郡市
の歯と口の健康審査会が開催され、町内
小・中学校から作文・川柳・ポスターなど
60 作品の応募をして、印旛管内の 1649
作品の中から次の方が表彰されました。

　６月22日～23日、ふれあいプラザさかえをスタート・
ゴール地点として、第 25 回オールナイトハイクが開催
されました。

オールナイトハイクは、栄町青少年相談員連絡協議会
が実施している事業で、参加者は町内約 18 キロを班ご
とに歩きます。

25 回オールナイトハイク第
「ひとりがみんなのために、みんながひとりのために」を合言葉に

　今年は、町内小学４年生から高校１年生まで総勢
100 名が参加し、オールナイトハイクの合言葉である

「ひとりがみんなのために、みんながひとりのために」
を胸に、学校や学年を越え、お互いを励まし合い、無事
にゴールしました。
　参加者からは「いつもそんなに歩かないから足が痛い
けど友達との絆が深まって嬉しかった」「友達と一緒に
いたから最後まで頑張れることができた」などの感想が
聞かれ、ゴール後には、青少年相談員ＯＢの方々が作っ
てくれたおいしい豚汁を一緒に歩いた仲間と味わい、元
気を取り戻しました。
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町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
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た
こ
と

町
の
ト
ピ
ッ
ク

町
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

　　第 70 回印旛郡市民体育大会が、7 月 7 日のサッカー・バドミントン競技を皮切りに、13
日・14 日・15 日の 4 日間、印旛郡市８市町が参加し、各会場で熱戦が繰り広げられました。
　主な結果は、次のとおりです。（敬称略、順不同）

第70回印旛郡市民体育大会で町代表選手が大活躍！

　５月 26 日に安食小学校体育館で栄町婦人バレーボール
春季大会が開催され、マミーズが見事優勝に輝きました。

栄町婦人バレーボール春季大会
マミーズが優勝！

【ゴルフ】
　グランドシニアの部

第１位
平田　修

【陸上競技】

　一般女子　砲丸投
　　第３位　宮本　夕香里

　一般女子　100 ｍ　
　　第２位　野村　真緒

【ソフトテニス女子】　第２位

【卓球女子】　第２位

【剣道】　第３位

　高校女子　走高跳　
　　第２位　清水　緋乃

【相撲】
　第３位

【サッカー】　第３位

　一般男子 1500m
　　第２位　楠本　修平
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募　

集　

職
員
な
ど
の
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
、
相
談
事
業
の
告
知
な
ど

　
「
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
苦
手
・
・
・
」「
自
分

に
合
っ
た
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
」
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
悩

み
に
沿
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

○
仕
事
を
し
な
い
子
ど
も
が
心
配

○
親
と
し
て
ど
う
関
わ
れ
ば
よ

い
か
分
か
ら
な
い

○
子
供
の
こ
と
で
話
を
聞
い
て

ほ
し
い

そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
家
族
の

方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
適
職
診
断
や
履
歴
書
添
削
の

相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

日　

時　

８
月
15
日
㈭

　

13
時
～
17
時

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

２
階
第
１
会
議
室

対　

象　

15
歳
以
上
40
歳
未
満

　

の
自
立
（
就
労
）
に
悩
み
を

　

抱
え
て
い
る
若
者
ま
た
は
そ

　

の
家
族　

相
談
料　

無
料

申
込
み

　

電
話
に
よ
る
事
前
申
込
み　

　
（
平
日
の
10
時
～
18
時
）

問
合
せ

ち
ば
北
総
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン


24-

７
８
８
０

就
労
相
談

令
和
元
年
度
印
旛
郡
市
職
員

採
用
共
同
試
験
（
初
級
職
等
）

　

令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
採

用
の
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同

試
験
が
実
施
さ
れ
、
町
で
は
、

一
般
行
政
職
員
（
初
級
）
を
募

集
し
ま
す
。

受
験
資
格
【
一
般
行
政
職
】

　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
わ
な
い
。

採
用
予
定
人
数【
一
般
行
政
職
】

　

若
干
名

申
込
用
紙
な
ど
配
布
場
所

　

栄
町
総
務
課
、
印
旛
郡
市
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
、
町
ま

た
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場　

　

９
月
22
日
㈰

　

佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校

　
（
佐
倉
市
城
内
町
１
１
７
番

　

地
10)

受
付
期
間

　

７
月
29
日
㈪
～
８
月
13
日
㈫

申
込
み

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

「
申
込
書
」
お
よ
び
「
受
験
票
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務

課
秘
書
人
事
班
ま
で
持
参
ま
た

は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
し

て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

総
務
課
秘
書
人
事
班


95-

１
１
１
１

　

印
旛
郡
市
広
域
市
町
村
圏

　

事
務
組
合

　


０
４
３-

４
８
５-

　

０
３
９
７

町
営
墓
地
の
使
用
者
募
集

　

町
営
墓
地
５
区
画
の
使
用
者

５
名
を
募
集
し
ま
す
。

所
在
地

　

安
食
字
道
面
２
７
０
番
地
２

　
（
道
面
児
童
公
園
脇
）

面　

積　

１
区
画
＝
４
㎡

使
用
料

　

１
区
画
＝
２
５
０
，
０
０
０
円

管
理
料

　

年
額
＝
３
，
１
２
０
円

　
（
７
８
０
円
／
㎡
×
４
㎡
）

資　

格

①
町
内
に
継
続
し
て
６
か
月
以

上
居
住
し
、
な
お
か
つ
、
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

②
１
世
帯
に
つ
き
１
申
込
と
し

ま
す

③
自
己
お
よ
び
そ
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
員
の
い
ず
れ
に
も

町
税
の
滞
納
が
な
い
方

④
使
用
者
と
な
っ
た
場
合
、
９

月
30
日
㈪
ま
で
に
、
墓
地
使
用

料
と
６
か
月
分
の
墓
地
管
理
料

を
合
わ
せ
た
２
５
１
，
５
６
０

円
を
納
付
い
た
だ
け
る
方

⑤
焼
骨
保
有
の
方
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。(

申
し

込
み
時
に
埋
葬
許
可
書
の
原

本
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
）

締
切
り　

８
月
19
日
㈪

申
込
方
法　

役
場
３
階
環
境
協

　

働
課
窓
口
で
必
要
事
項
を
ご

　

記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

な
お
、
電
話
で
の
申
込
み

　

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
協
働
課
環
境
班


33-

７
７
１
０

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

ゆ
っ
く
り
か
む
こ
と
へ
の
習
慣

づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
「
か
む

子
・
の
び
る
子
・
元
気
な
子
」
～

健
康
か
み
か
み
弁
当
～
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
票
に
献
立
（
２

人
分
）
を
記
入
の
う
え
、写
真
・

返
信
用
封
筒
（
82
円
切
手
を
貼

り
宛
先
を
記
入
）
を
同
封
。
応

募
先
ま
で
郵
送
し
て
下
さ
い
。

申
込
み
期
限　

９
月
13
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

応
募
先　

〒
２
６
１-

０
０
０
２

　

千
葉
市
美
浜
区
新
港
32-

17

　

千
葉
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

※
問
合
せ
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

　



０
４
３-

２
４
１-

　

９
９
０
３

※
実
施
要
領
・
申
込
用
紙
等
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.ch

ib
a
-d

h
a
.

n
et

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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募　

集　

　

県
民
手
帳
は
、
県
内
の
主
要
統
計
情
報
や
中
央
・
県
内
主
要
官

公
庁
一
覧
の
ほ
か
、
各
市
町
村
別
、
月
別
の
行
事
な
ど
が
記
載
さ

れ
た
千
葉
県
統
計
協
会
発
行
の
手
帳
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

色　
　
　

紺
色
・
黄
色
・
赤
色

金　

額　

１
冊
５
０
０
円
（
税
込
）

サ
イ
ズ　

85m
m

×
１
４
５m

m

申
込
み　

８
月
23
日
㈮
ま
で

予
約
申
込
書
配
布
場
所　

役
場
１
階
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
窓
口

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
班　


33
‐
７
７
７
３

※
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
納
品
さ
れ
次
第
ご
連
絡
い
た
し
ま　

　

す
。
代
金
は
手
帳
と
引
換
え
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
版
県
民
手
帳
の

　

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

①千葉が見える！各種統計資料
②便利な名簿が満載
③県民手帳を持参すると県内の多くの道の駅
　で割引サービスが受けられます。
　（期間・内容は、届いた手帳でご確認ください。）

特　　色

　

奉
納
相
撲
で
賑
わ
う
布
鎌
惣
社
に
、
相
撲
好

き
な
神
様
が
白
馬
に
乗
っ
て
利
根
川
の
氾
濫
か

ら
村
を
守
っ
た
伝
説
が
あ
り
、
そ
れ
を
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
と
し
て
作
り
上
げ
ま
し
た
！

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　

時　

８
月
４
日
㈰

　

昼
の
部　

開
演
13
時

　

夜
の
部　

開
演
17
時

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　
　
　
　

文
化
ホ
ー
ル

前
売
券

　

一　

般　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
　

５
０
０
円

※
当
日
券
は
２
０
０
円
増

　

団
体
・
障
が
い
者
割
引
有

チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
（
休
館
日
を
除
く
）

主　

催　

さ
か
え
市
民
み
ゅ
ー
じ
か
る
の
会

共　

催　

栄
町
・
栄
町
教
育
委
員
会

後　

援　

・
栄
町
商
工
会
・
社
会
福
祉
法
人
栄

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栄
町
観

　

光
協
会
・
株
式
会
社
千
葉
日
報

問
合
せ

　

宇
多　


０
９
０
‐
１
２
１
５
‐
０
７
８
７

　

栄
町
生
涯
学
習
課　


95
‐
１
１
１
２

待
望
の
新
作
‼　

栄
町
昔
話
第
４
話

第
８
回
さ
か
え
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

「
白
馬
に
乗
っ
た
女
神
さ
ま
」

創
立
10
周
年

職
員
な
ど
の
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
、
相
談
事
業
の
告
知
な
ど

本番さながらの気迫あふれる練習風景！本番が楽しみです。▲ ▲
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問合せ　生涯学習課
スポーツ振興班
 95-1112

健康維持には、どれくらいの運動量が必要？
●スポーツ・運動は、健康維持や生活習慣病予防などに有効であることは誰もが知っています。
　しかし、どれくらいの運動量が必要なのかを知らない人が多くいます。
　このコーナーでは、皆さんの健康づくりに役立つ情報をご紹介します。

　健康づくりの運動は、特別に時間をつくらなくても生活の中で無理なく継続して行うことがで
き、安全で効果的に行える運動のことです。
　現代社会は、生活が豊かになり、便利になりましたが、一方では身体を動かすことが減少した
結果、運動不足が原因となる肥満、脂質異常、糖尿病などが増加し、体力の低下が問題になって
いるなかで、運動の必要性がより高まっています。

運動の効果

①肥満の解消や予防に役立ち生活習慣病の予防になる。
②体力を維持・向上させる。
③体の働き（生理機能）を良くする。
④ストレスの解消に役立つ。
　運動は、汗を流す喜びを与え、体力の向上によって健康観を充実させ、
日常生活のストレスから解放する効果をもっています。

運動の目標

①いつでも、どこでもプラス 10 分元気にからだを動かしましょう。
②自分の体力に応じ、無理なく元気にからだを動かしましょう。

（目標は、１日合計 60 分、高齢者の方は 40 分です。）
③身のまわりの運動でプラス 10 分

（早歩き、歩幅を広げて歩く、ながらストレッチ、
少しでも長く歩く、自転車で移動など）

◎運動のポイントと注意

　心臓病や腎臓病などがある方は、医師の許可を得て行うことが基本になります。
　また、ジョギングなどの運動をいきなり行うことは、関節障害の原因になったりするので関
節に負担のかからない運動から始めましょう。
①生活の中に運動を取り入れ、マイペースで行う。
②体調の悪いときは、無理をしない。
③１日１回は、歩いて外出する。
④暑いときは、水分を十分に補給する。

（特に、夏の暑いときは、熱中症の予防のためにも、
こまめに水分を補給することが大切です。）
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　「誰もが健康で元気に暮らせる環境をつくるまち」を目指し、この度、第４期栄町健康増進計画
を策定しました。今回の計画では「健康寿命の延伸」を大目標に掲げています。
　今年度の健康よろず版では、栄町健康増進計画を抜粋し、栄町の健康づくりの取り組みなどにつ
いてご紹介していきます。　　　　　　　問合せ　健康介護課健康推進班⑤番窓口　 33-7708

栄町健康増進計画⑤
～糖　尿　病～

おやつも上手にとって糖尿病予防！
　　「ヘルシー豆腐白玉」
●材料２人分
白玉粉 30 ｇ、絹豆腐 50 ｇ、
水 50 ｃｃ、きな粉適宜、黒蜜少量
●作り方
①白玉粉に豆腐を加え、なめらかになるまで
混ぜる。（水は最初から全てを加えるのではなく、
様子を見ながら加える。）
②①を小さく丸め、真ん中をへこませる。
③熱湯に②を入れ、浮かんで来たら冷水の入ったボウルに入れる。
④器に水気をきった白玉団子を入れ、お好みできな粉、黒蜜をかける。
●夏は、アイスやジュースなど冷たく甘いものが欲しくなる時期です。美
味しいですが、糖分が多く含まれるため、①量や②時間を決めて楽しみま
しょう。

（①量が多いと血糖は急上昇します②時間はだらだら食べたり飲んだりす
ると血糖が高い状態が続きます）

管理栄養士おすすめ
健康レシピ

◆栄町の現状と健康課題◆

◆町の取組み◆　糖尿病および重症化予防の推進
●予　防
・糖尿病講演会、糖尿病予防教室などを実施します。
・糖尿病性腎症予防のため、減塩の普及啓発を行います。
●早期発見
・特定健診、後期高齢者健診および人間ドックの助成事業を実施します。
●早期治療
・未受診者の方に対し、電話や訪問などによる受診勧奨を実施し、早期治療につなげます。
●重症化予防
・人工透析への移行を防ぐために、特定健診・後期高齢者健診では、腎機能の検査を全員に実施
します。腎機能低下が認められた方に対し、腎臓病支援事業を実施（健康教室、個別相談）します。

・特定健診受診者の約６割がＨｂＡ 1c5.6% 以上です！
＊ＨｂＡ１ｃとは、過去２～３か月間の血液中の糖の量を示しています。
基準値 5.5% 以下、保健指導値 5.6% 以上、受診勧奨値 6.5% 以上
・糖尿病要医療者の約半数が未治療です！！
・糖尿病・腎不全の医療費が増加しています！

⇒

HbA1c が 6.5％以上（医療機関受診勧奨値）の方は特に要注意！！
血液中に糖が多い（高血糖）状態が続き、血管がダメージを受けています。
放置していると、将来、脳卒中や心臓病など重症化するおそれがあり危険です。

高血糖！

★食事に関する個別相談を管理栄養士が行っています！
ご相談やレシピご希望の方は健康介護課健康推進班⑤番窓口　 33-7708 までお問合せ下さい。

高血糖
が続くと

腎症・網膜症・神経障害
　　 　糖尿病合併症 ＋ 脳卒中・心臓病
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健　診　名 月　日 会　場 受付 対　象　者 内　　　容

２歳児歯科健康診査 ８月 22 日㈭
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室
9:30

～ 9:45

平成 29 年７月・
８月生まれの子

歯科診察／身体測定／
保健・栄養・歯科相談

３歳児健康診査 ８月８日㈭
平成 28 年３月・
４月生まれの子

内科診察 ⁄ 歯科診察／尿検査／
身体測定／保健・栄養・歯科相談

●幼児健診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　福祉・子ども課子育て包括支援センター　 37-7185

はみがきレッスン
※予約制

８月６日㈫
ふれあいプラザさかえ

悠遊亭

① 10:30 ～
② 11:00 ～
③ 11:30 ～

町民の方
子どもから大人まで。
お口の健康状態でご相談のある
方。

●教室・相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　健康介護課健康推進班⑤番窓口　 33-7708

問合せ
子育て包括支援センター

（ふれあいプラザさかえ内１階）
 37-7185

今月の休館日

「子どもの熱中症にご注意ください！」

４日㈰・５日㈪・11 日㈰
12 日㈪・13 日㈫・18 日㈰
19 日㈪・25 日㈰・26 日㈪

●熱中症とは？
　熱中症とは、体温が上がることで、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温の調整
機能が働かなくなったりして、体温の上昇や、けいれん、頭痛などの様々な症状を起こす病
気のことです。

●子どもの熱中症の特徴
○体温調整機能が未熟で暑さに弱い。
○自分では水分補給や服を脱ぐなどの暑さ対策ができない。
○大人より身長が低く、照り返しの影響を受けやすい。
●子どもの熱中症のサイン
○元気がなく、ぐったりしている。
○顔が赤い。
○体が熱い。（38 度以上の発熱）

　

●熱中症になってしまったら
1．風通しのいい、涼しい場所に移動する。
2．衣服をゆるめ、こもった熱を放つ。
3．小さな保冷剤をタオルなどで包んで体（首すじ、脇の下、足の付け根）を冷やす。
4．ベビー用のイオン飲料や水、麦茶などの水分を補給する。
●こんな症状が現れたら
○意識がはっきりしない、反応がにぶい。
○呼吸が弱い。
○けいれんを起こした。
◎ここまでくると危険信号です。救急車を呼びましょう。

●熱中症の予防のポイント
○定期的に水分補給を行い、水分を多めにとる。
○熱のこもらない素材の服や薄い色の服、帽子を身につける。
○車の中など、暑い環境に置き去りにしない。
○室内あそびでも油断をしない。
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今月の龍夢っ子

山本　隆太くん

　いつも元気なわんぱく息子！私に似たの！？
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自衛官の募集

（第４回公開講座）
テーマ：水環境の変遷と原因
日　時　９月７日㈯
　　　　14 時～ 16 時 30 分
講　師　本橋　敬之助（農学博士）
場　所　ミレニアムセンター
　　　　佐倉　ホール
定　員　先着 100 名
受　付　８月５日㈪～９月５日㈭
　までの平日８時 30 分～ 17 時
主　催　佐倉市・公益財団法人
　　　　印旛沼環境基金
申込み　電話またはメールにて
問合せ　佐倉市役所生活環境課
　　　　 043-484-4278
　　　　　seikatsukankyou@　
　　　　　city.sakura.lg.jp

健康ポイント対象事業
【100 健康ポイント付き】
日　時　９月３日㈫
　　　　10 時～ 11 時 30 分
受　付　９時 30 分～
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階音楽室①
講　師　小宮緑インストラクター
定　員　40 人
　　　　（申込みによる先着順）
参加費　無料
持ち物　水分補給用飲み物、動きや
　すい服装、タオル
主　催　栄町健康づくり推進員
申込み　８月１日㈭８時 30 分から
　受け付けます。定員になり次第受
　付を終了します。
問合せ　健康介護課健康推進班
　　　　⑤番窓口
　　　　 33-7708
◆ピラティスとは、腹式呼吸を用い
　ながら、ストレッチを中心とした
　動きで体の奥の筋肉をしなやかで
　丈夫な筋肉に鍛える運動です。
　負荷が少なく、動きがゆるやかな
　ため幅広い年代の方にお勧めです。

いきいき広場
～ピラティス～

●運転手付きマイクロバスの手配
　は、国土交通大臣の許可を受けた
　バス会社を利用しましょう。
○運転手付きの「白ナンバー」のマ
　イクロバスは、いわゆる「白バス」
　と呼ばれる違法なサービスです。
○正規の貸切バス事業者には「運送
　引受書」などの関係書類の交付が
　義務づけられており、口答による
　契約は、法律違反です。
●レンタカーのマイクロバスには運
　転手は付いていません。
○レンタカー会社からは、車を借り
　ることしかできず、車を借り受け
　た利用者自身が運転しなければな
　りません。
○レンタカーと運転手が一体的に提
　供されるサービスも、違法な「白
　バス」サービスです。
●違法な「白バス」を利用して事故
　に遭った場合、保険の適用がない
　ことがあります。
○違法な「白バス」を利用して、万
　が一、事故に遭って負傷した場
　合、損害額を利用者自身が全額負
　担しなければならないケースもあ
　ります。
問合せ　関東運輸局千葉運輸支局
　　　　 043-242-7336

マイクロバス車両を
レンタルされる方へ

第 11 回ナリタヤ健康セミナー
「いつまでも若々しく生きるために」

日　時　９月７日㈯
　　　　14 時 30 分～ 16 時　
　　　　（開場 14 時～）
場　所　成田国際文化会館
　国際会議室（成田市土屋３０３）
内　容　
講　演「いつまでも若々しく
　　　　　　　　　生きるために」
講　師　白澤抗加齢医学研究所
　所長　医学博士　白澤　卓二先生

【テレビ出演】
　ＮＴＶ「世界一受けたい授業」など
定　員　先着 150 名
　　　　（事前申し込み）
参加費　無料
　素敵なおみやげ付き！
申込み　ナリタヤ店頭の応募はがき
　に必要事項を記入して下記まで申
　し込みください。
　〒 460-0011
　名古屋市中区大須 3-30-40
　万松寺ビル 10 階
　「ナリタヤ健康セミナー事務局」
　（株）アルファポイント内
問合せ　 0120-3749-15
　「ナリタヤ健康セミナー事務局」
　（株）アルファポイント内
　受付時間 10 時～ 18 時
　（土日祝日を除く）
当選発表　８月 26 日頃に招待状の
　発送をもって発表に代えさせて頂
　きます。
後　援　栄町

印旛沼環境基金公開講座

日　時　９月 30 日㈪ 13 時～ 15 時 30 分
場　所　成田市役所６階中会議室
対　象　就職を希望している
　15 歳から 44 歳までのかた
定　員　20 名（先着順）
相談料　無料
ミニ相談会（セミナ―終了後）
① 15：45 ～② 16：00 ～③ 16：15 ～
　定員６名（先着順）
問合せ　産業課
　 33-7713　 33-7720

応募書類・面接基本セミナー
の開催について

　千葉県福祉人材センターでは、社
会福祉施設・事業所等へ就職を希望
する方を対象に「福祉のしごと就職
フェア・in ちば」を開催します。
日　時　８月 17 日㈯ 13 時～ 16 時
会　場　京成ホテルミラマーレ　　
　　　　ローズルーム
　千葉市中央区本千葉町 15-1
　（ＪＲ千葉駅から徒歩８分）
内　容　求人のある社会福祉施設・
　事業所の採用担当者との個別面談
　や福祉職場に関する相談などを行
　い、福祉・介護人材の確保と就労
　をサポートします。
申込み　直接会場へお越しくださ　
　い。（参加費無料、履歴書不要）
問合せ　千葉県社会福祉協議会　　
　　　　千葉県福祉人材センター
　　　　 043-222-1294
　（祝祭日を除く月曜日～土曜日 10
　時～ 18 時）
ホームページ
http://www.chibakenshakyo.
net/

令和元年度第２回「福祉のしご
と就職フェア・in ちば」ご案内

●防衛大学校学生（一般）
資　格　18 歳以上 21 歳未満の者、
　高卒者 ( 見込含 ) または高専３年
　次修了者 ( 見込含 )
受　付　９月５日㈭～ 30 日㈪
試験日　１次：11 月９日㈯・
　　　　　　　　　10 日㈰
●防衛医科大学校医学科学生
資　格　18 歳以上 21 歳未満の者、
　高卒者 ( 見込含 ) 又は高専３年次
　修了者 ( 見込含 )
受　付　９月５日㈭～ 30 日㈪
試験日　１次：10 月 26 日㈯・
　　　　　　　　　  27 日㈰
●防衛医科大学校看護学科学生
資  格　18 歳以上 21 歳未満の者、
　高卒者 ( 見込含 ) または高専３年
　次修了者 ( 見込含 )
受　付　９月５日㈭～ 30 日㈪
試験日　１次：10 月 19 日㈯
※各募集に係る詳細な内容について
　は、お問い合わせください。
問合せ　自衛隊成田地域事務所
　　　　 22-6275
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●犬のしつけ方教室（基礎講座）
日　時　８月７日㈬ 10 時～ 12 時
　　　　（受付９時 30 分～）
※飼い犬は同伴できません。
受講料　無料
定　員　先着 20 組
●犬のしつけ方教室（実技講座）
日　時　８月７日㈬ 13 時～ 15 時
　　　　（受付 12 時 30 分～）
※飼い犬と同伴です。
受講料　3,240 円
定　員　３組から 10 組まで
問合せ　 043-214-7814
※（公財）千葉県動物保護管理協会
　が開催
●パピークラス（予約制）
　生後６か月齢位までの飼い犬と同
伴し、飼い方しつけ方を学び模範的
飼い主を目指します。
日　時　８月 21 日㈬・９月 18 日㈬
　両日ともに 10 時～ 12 時
受講料　無料
●一般譲渡会（無料）
　センターの成犬・成猫を譲渡しま
す。
日　時　８月 17 日㈯・９月５日㈭・
　28 日㈯全日ともに９時 30 分～
　12 時（受付９時～）
※受付時間に遅れると参加できませ
　ん。
●飼い主さがしの会
　犬猫の欲しい方、あげたい飼い主
さんとの出会いの場です。
日　時　８月３日㈯・９月７日㈯
　両日ともに９時 30 分～ 11 時
　欲しい方　受付９時～９時 30 分
　あげたい方　
　　　　　受付９時 30 分～ 10 時
※受付時間に遅れると参加できませ
　ん。
場　所　千葉県動物愛護センター　
　　　　（富里市御料 709-1）
問合せ　千葉県動物愛護センター
　　　　 93-5711
　　（受付平日８：30 ～ 17：15）

（公財）印旛郡市文化財センター
「はにわを作ろう！はにわデー」

日　時　８月 20 日㈫・28 日㈬
　　　　９時～ 11 時　　　　
場　所　印旛郡市文化財センター
対　象　小学生以下
※各回 20 名程度
参加費　無料
その他　申込が必要です。詳細は
　お問い合わせ下さい。
問合せ　印旛郡市文化財センター
　　　　佐倉市春路１－１－４
 　　　　 043-484-0126

ふれあいプラザさかえ
８月の休館日
５日㈪・12 日㈪
13 日㈫・19 日㈪

26 日㈪

　ハワイの伝統文化フラを一緒に楽
しみましょう！年齢、男女問わず体
験できます。
日　時　８月 28 日㈬
　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階多目的ホール②
参加費　無料
服　装　軽装
※スカート（パウ）は貸し出します
主　催　あじきカトレアフラサークル
問合せ　鎌田 95-6494
　　　　鶴田 95-1729

龍角寺文字瓦ミニ展示会

日　時　８月 25 日㈰・９月１日㈰
　　　　８時 30 分～
　　　　※予備日９月８日㈰
会　場　水と緑の運動広場
　　　　テニスコート
種　目　一般・シニアクラス別、　
　男子ダブルス・女子ダブルス
参 加 費　1 ペ ア 一 般 3,000 円、 高
　校生以下 1,500 円
申込み　８月９日㈮ 17 時までに
　ふれあいプラザさかえ窓口へ
※　詳細は栄町硬式テニス専門部ホ
　ームページでご確認ください。
ホームページ
https://sakae-tns.jimdo.com/
主　催　栄町硬式テニス専門部

栄町硬式テニス
第 34 回ダブルス大会

ハワイアンフラ体験

【龍角寺開基 1310 年記念事業】

　龍角寺五斗蒔瓦窯跡出土の文字瓦
を中心に、龍角寺瓦窯跡出土の文字
瓦を含め一堂に展示します。
日　時　８月 20 日㈫～ 25 日㈰
　　　　９時 30 分～ 16 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　１階会議室④
展示品　朝布、神布、赤加、小加、
　服止、水津、加刀利など
入場料　無料

夏のおはなし会

日　時　８月 23 日㈮
　13 時 30 分開場　14 時開演
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階音楽室①
内　容　①ペープサート「おむすび
　ころりん」②エプロンシアター「う
　らしまたろう」③大型紙芝居「１１
　ぴきのねこ」
対象者　幼児から小学校低学年の
　児童
入場料　無料（お土産付き）
主　催　図書室ボランティアおはな
　しの会

子ども映画会

日　 時　 ８ 月 23 日 ㈮　　　　15
時～ 15 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階視聴覚室
上映映画「くまのプーさん　プーさ
　　　　んとはちみつ」（30 分）
対　象　幼児から小学校低学年
入　場　無料

千葉県動物愛護センター
動物愛護事業（８～９月分）

　“障がい”に関して、同じ立場の
方がたが日頃困っていることや障が
いのある子どもの将来のことについ
て、お茶を飲みながらお話ししてみ
ませんか。
日　時　８月 21 日㈬
　　　　10 時～ 11 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階学習情報室
対象者　障がい当事者または家族の
　方など
費　用　無料
問合せ　福祉・子ども課
　　　　 33-7707

「ほっとサロン」の開催

日　時　８月 24 日㈯まで毎日
　10 時～ 12 時、13 時～ 16 時
場　所　栄町竜角寺台プール
　　　　（竜角寺台小学校隣）　　
入場料　無料
注意事項
○乳幼児は必ず保護者が付き添って
　ください。
○貴重品は各自で管理をお願いします。
○監視員の指示に従って利用してく
　ださい。
○天候により開放を中止する場合が
　あります。

町民プールの一般開放
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８
月
31
日
は
野
菜
の
日
！

野
菜
の
日
サ
ー
ビ
ス

　

野
菜
の
日
限
定
で
お
得
な
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
お
楽
し
み
に
。

日　

時　

８
月
31
日
㈯　

10
時
～

※
な
く
な
り
次
第
終
了

会　

場　

ド
ラ
ム
の
里
龍
の
市
庭

内
容
お
よ
び
参
加
費
用

　

当
日
ス
タ
ッ
フ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
13
日
㈫
龍
の
市
庭
は
営
業
し
ま
す

夏
は
「
ゆ
か
た
」
を
楽
し
も
う
！

コ
ス
プ
レ
の
館
は
、

夏
の
和
装
「
ゆ
か
た
」

押
し
！

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
班


95
‐
１
１
１
２

№ 239

町
指
定
文
化
財
「
奥
津
之
郷
文
禄
・
慶
長
検
地
帳
」

（
お
き
つ
の
ご
う 

ぶ
ん
ろ
く
・
け
い
ち
ょ
う
け
ん
ち
ち
ょ
う
）

●
む
ら
の
縁
日
・
夕
涼
み

８
月
11
日
㈰
・
㊗
12
日
㈪
㊡

　

昼
は
子
ど
も
み
こ
し
や
大
道
芸
、
夜
に
は
大
人
向
け

の
怪
談
話
や
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
両
日
と
も
20
時

ま
で
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
な
お
、
浴
衣
・
甚
平

を
着
用
の
方
は
入
場
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

●
て
ん
つ
き

８
月
３
日
㈯
～
７
日
㈬
・
15
日
㈭
・
16
日
㈮
・
21
日
㈬
・

22
日
㈭
・
27
日
㈫
・
28
日
㈬　

※
休
館
日
を
除
く

　

昔
な
つ
か
し
い
「
て
ん
つ
き
」
の
体
験
で
す
。
酢
醤

油
や
黒
蜜
を
か
け
て
試
食
し
ま
す
。
と
こ
ろ
て
ん
よ
り

も
ク
セ
が
な
く
、
食
べ
や
す
い
味
で
す
。
小
学
生
以
下

に
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

●
夏
休
み
子
ど
も
茶
道
教
室

８
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・
17
日
㈯
・
18
日
㈰
・
24
日
㈯
・

25
日
㈰
・
31
日
㈯

　

薄
茶
の
い
た
だ
き
方
や
茶
室
で
の
礼
儀
作
法
に
加
え

て
薄
茶
を
点た

て
て
ふ
る
ま
う
作
法
を
体
験
し
ま
す
。
子

ど
も
向
け
の
体
験
で
す
。
３
歳
以
上
対
象
。

●
藍
の
う
つ
し
染

８
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮
・
17
日
㈯
～
20
日
㈫

※
休
館
日
を
除
く

　

藍
の
生
葉
を
絹
の
コ
ー
ス
タ
ー
の
上
に
置
き
、
た
た

い
て
染
め
付
け
ま
す
。
新
鮮
な
藍
の
生
葉
が
使
用
で
き

る
、
こ
の
時
期
の
み
の
演
目
で
す
。

●
［
展
示
］「eco

（
エ
コ
）
生
活
事
始
め
︲
考
古
資

料
か
ら
み
た
上
手
な
資
源
の
使
い
方
︲
」

８
月
３
日
㈯
～
９
月
23
日
㈪
㊗　

※
休
館
日
を
除
く

　

原
始
・
古
代
の
人
々
は
限
ら
れ
た
資
源
を
無
駄
遣
い

し
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
て

い
ま
し
た
。
現
代
社
会
に
も
つ
な
が
る
賢
いe

c
o

生

活
の
あ
り
方
を
出
土
し
た
遺
物
か
ら
探
り
ま
す
。

●
ど
ろ
め
ん
こ
の
絵
付
け

８
月
３
日
㈯
～
10
日
㈯
、
15
日
㈭
～
18
日
㈰
※
休
館
日
を
除
く

　

粘
土
を
素
焼
き
し
て
作
っ
た
ど
ろ
め
ん
こ
に
色
を
付

け
ま
す
。
ど
ろ
め
ん
こ
は
、
遺
跡
や
畑
か
ら
見
つ
か
る

昔
の
お
も
ち
ゃ
で
す
。
５
歳
以
上
対
象
。
小
学
３
年
生

以
下
に
は
引
率
者
が
必
要
で
す
。

※　

マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
体
験
は
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

今月の休館日
５日㈪・13 日㈫
19 日㈪・26 日㈪

今月の休館日
５日㈪・13 日㈫
19 日㈪・26 日㈪

　

指
定
名
称
を
「
奥
津
之
郷
文
禄
・
慶
長
検
地
帳
」、
種
別
を
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）、

物
質
・
形
状
・
構
造
は
、
和
紙
で
冊
子
装
（
６
冊
）、
伝
来
は
、
興
津
区
有
文
書
で
、
所

有
者
は
、
栄
町
教
育
委
員
会
で
、
栄
町
役
場
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
町
文
化
財
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
よ
れ
ば
、「
天
正
検
地
以
降
に
お
け
る
近
世
初
期

検
地
の
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
文
禄
３
年
（
１
５
９
４
）「
下
総
国
香
取
郡
埴
生
庄
澳

津
之
村
御
縄
打
水
帳
」（
２
冊
）、
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）「
下
総
国
香
取
郡
埴
生
庄

奥
津
之
村
御
縄
打
水
帳
」（
４
冊
）
の
２
回
分
の
検
地
帳
が
遺
る
。
徳
川
氏
の
関
東
領

国
支
配
確
立
期
の
当
該
地
域
に
お
け
る
土
地
の
状
況
、
農
民
や
耕
作
の
実
態
を
知
る
上

で
、
さ
ら
に
比
較
も
で
き
る
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
町
指
定
文
化
財
に
適
当
で
あ
る
。」

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
「
奥
津
之
郷
文
禄
・
慶
長
検
地
帳
」
は
、
興
津
区
有

文
書
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
昭
和
46
年
８
月
調
査
「
興
津
古
文
書
目
録
」
一
覧
表
に

よ
れ
ば
、
番
号
、
年
代
、
題
目
、
差
出
人
及
び
作
成
人
、
受
取
人
、
形
態
の
項
目
毎
に
表

記
さ
れ
、
総
数
１
，
２
７
７
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、
興
津
地
区
が
栄

町
合
併
以
前
に
旧
豊
住
村
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
48
年
に
成
田
市
史
編
さ
ん

委
員
会
編
『
千
葉
県
成
田
市
史
資
料
目
録 

古
文
書
７
（
栄
町
興
津
区
有
文
書
）』
と
し
て

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
整
理
保
存
作
業
（
目
録
記
述
）
は
、
大
谷
貞
夫
氏
を
中
心
と
し
た
常
総
地
方
史
研
究
会

が
実
施
し
、
大
型
茶
箱
に
収
納
さ
れ
て
現
在
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。
文
禄
検
地
帳
は
、
文
禄
３
年
８
月
６
日
に

土
地
を
測
量
し
た
台
帳
と
な
り
ま
す
。
耕
地
の
状
況
は
、
総
面
積
三
三
町
一
反
六
畝
二
五
歩
で
、

内
訳
は
田
方
が
一
八
町
八
反
七
畝
二
三
歩
半
（
56.

９
％
）、
畑
方
が
一
三
町
一
反
八
畝
一
二
歩

半
（
39.

８
％
）、
屋
敷
が
一
町
一
反
一
九
歩
（
３.

３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
敷
は
19

筆
の
記
載
が
あ
り
、
慈
眼
、
智
正
院
な
ど
の
寺
・
坊
を
想
わ
せ
る
名
請
人
や
佐
将
監
、
か
け
ゆ
（
勘

解
由
）
な
ど
の
武
士
身
分
を
想
わ
せ
る
名
請
人
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
関
ヶ
原
の
戦
い
以
前
の
こ
の
時
期
は
、
表
紙
の
記
述
か
ら
「
香
取
郡
埴
生
庄
」
に
属
す

る
「
澳
津
之
村
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
初
め
て
判
明
し
ま
す
。

　

慶
長
検
地
帳
は
、
慶
長
９
年
閏
８
月
朔
日
～
閏
８
月
４
日
に
か
け
て
土
地
を
測
量
し
た
台

帳
と
な
り
ま
す
。
耕
地
の
状
況
は
、
総
面
積
三
五
町
二
反
一
畝
一
三
歩
で
、
内
訳
は
田
方
が

二
二
町
三
反
四
畝
二
八
歩
（
63.

５
％
）、
畑
方
が
一
一
町
九
反
一
八
歩
（
33.

８
％
）、
屋

敷
が
九
反
五
畝
二
七
歩
（
２.

７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
敷
は
20
筆
の
記
載
が
あ
り
、

永
泉
坊
な
ど
の
寺
・
坊
を
想
わ
せ
る
名
請
人
や
外
記
、
縫
殿
右
衛
門
な
ど
の
武
士
身
分
を
想

わ
せ
る
名
請
人
が
確
認
で
き
ま
す
。
両
者
を
比
較
す
る
と
耕
地
面
積
が
若
干
増
加
し
、
よ
り

田
方
勝
ち
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
文
禄
３
年
検
地
帳
は
、
代
官
頭
大
久
保
長
安
が
徳
川
家
康
の
命
を
受
け
て
、
佐
倉
藩
武

田
信
吉
領
内
村
々
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
一
方
慶
長
９
年
検
地
帳
は
、
関
東
総

奉
行
の
青
山
忠
成
、
内
藤
清
成
に
よ
り
印
旛
沼
周
辺
に
お
い
て
大
名
領
、
旗
本
知
行
所
、
直
轄
領

に
関
係
な
く
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。（『
成
田
市 

中
世
・
近
世
編
』
昭
和
61
年
、

成
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
町
史
編
さ
ん
委
員
会
近
世
部
会
）
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相
談
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

成
田
警
察
署　


27
‐
０
１
１
０

　

印
西
警
察
署　


42
‐
０
１
１
０

よせられた善意 （敬称略）

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

ふれあいプラザさかえ

２日㈮ 14 時～ 15 時 30 分

９日㈮ ９時 30 分～ 11 時
23 日㈮ 13 時 30 分～ 15 時
27 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分

竜角寺台コミュニティーホール

８日㈭・21 日㈬ 14 時～ 15 時 30 分

13 日㈫・30 日㈮ 13 時 30 分～ 15 時

房総のむら

５日㈪・７日㈬ 10 時～ 11 時 30 分

16 日㈮・29 日㈭ 14 時～ 15 時 30 分
22 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時

JAとれたて産直館栄店

２日㈮ 14 時～ 15 時 30 分

30 日㈮ 10 時～ 11 時 30 分

※事件・事故の発生や気象条件などにより変更にな
　る場合がございます。

栄町消費生活相談員からの
ワンポイントアドバイス

チケットの高額販売が禁止になりました！
★ 2019 年 6 月 14 日からチケット「不正転売禁止法」
がスタートしました。
　国内で行われる、映画、音楽、舞踊、芸術、芸能、
スポーツイベントなど興行主の同意のない有償譲渡を
禁止する旨が明示された座席指定等がされたチケット

「特定興行入場券」の不正転売を禁止する法律です。
　チケットの転売は、業者だけでなく個人であって
も、販売価格を超える転売は「不正転売」行為で罰
則の対象になります。（1 年以下の懲役もしくは 100
万円以下の罰金またはその両方）

転売チケットのトラブル例
●転売チケットでは入場できない場合がある。
　興行主が転売を禁止している場合、無効とされ入場
できない場合があります。
●後援中止、延期の保証不十分
　公演の中止時に、定価分の金額しか戻らず、高く支
払った分は返金されない事があります。
●お金を振り込んだのに届かない
　ＳＮＳで知り合った人から譲りうける約束をして代金を
振り込んだが、チケットは届かず連絡がつかなくなった。

トラブルをさけるには正規サイトを利用しよう！
　急用や、急病で行けない場合は、チケットを希望す
る方へ転売できる正規（公式）のリセールサイトを利
用しましょう。
　興行主の同意を事前に得ているため、定価で転売す
る事ができます。

町へ
（５月 16 日～６月 15 日受付分）
○栄町ふるさと応援寄附金
　匿名（128 件 )　2,720,000 円

社会福祉協議会へ（６月受付分）
○一般寄附
　栄町舞踊連盟　　 　75,394 円
　岡部　千恵子　　 　30,000 円
　栄町ライオンズクラブ
 　　　      　　　　　70,000 円
　匿名（1 名）               2,000 円

　12 月に開催される「いっさい
がっさいフェスティバル」で、福
祉バザーを行います。
　この福祉バザーは、皆様からご
寄附をいただいた物品を販売し、
その収益金を地域福祉活動に活用
いたします。ご自宅に眠っている
物品の提供にご協力をお願いしま
す。
提供品　タオル、石鹸などの贈答
　品や生活雑貨など（新品または
　同等品）
※家具、生活家電、人形ケースな
どはお受けできません。
受付期間　11 月 15 日㈮まで
受付場所　社会福祉協議会
　窓口に持参していただくか、ご
連絡をいただければ引き取りに伺
います。

　
受付・問合せ
　栄町社会福祉協議会
　 95-1100

福祉バザー提供品の募集！
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今月の納付要介護認定更新手続き

　要介護認定の有効期限が
９月末日の方は、８月１日
㈭から申請ができます。
　忘れずに更新申請をして
ください。
健康介護課 33-7709

町・県民税・・・・・２期
国民健康保険税・・・２期
後期高齢者医療保険料２期
介護保険料・・・・・２期

納期限　９月２日㈪

　毎週土曜日に各種証明書
を交付しています。

（祝日・年末年始を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　税務課　 33-7703
　　住民課　 33-7704

土曜開庁 人口と世帯

人口 20,593 人  （+1）
男 10,114 人  （+8）
女 10,479 人   （-7）

世帯数 9,011 世帯 (+11）

栄町朗読奉仕会のご協力により、目の不自由な方に音声の「広
報さかえ」をお届けしています。社会福祉協議会 95-1100

声の広報
（CD）

診療科目 受　付　時　間

小児科
（15 歳以下）

月曜日～土曜日／ 19 時～翌朝５時 45 分
日曜日・祝日／９時～ 16 時 45 分、19 時～翌朝５時 45 分
※年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

　印旛市郡小児初期急病診療所 043-485-3355（佐倉市健康管理センター内）

　近隣の主な救急病院
北総栄病院 95-6811・成田赤十字病院 22-2311・成田病院 22-1500

日本医科大学千葉北総病院 99-1111・成田富里徳洲会病院 93-1001

印西総合病院 33-3000

※診療時間・診療科目は、直接病院にお問い合わせください。
※成田赤十字病院小児救急（17 時～ 23 時）は、重患者・紹介患者のみの診療です。

相談名 日　時 会　場 問合せ

人権・行政相談
５日㈪
13 時 30 分～ 16 時

（最終受付 15 時）

役場３階
第２会議室

総務課
 95-1111

心の相談
ほっとスペース

６日㈫・20 日㈫・27 日㈫
10 時～ 15 時

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

福祉・子ども課
 33-7707

デイケアクラブ
（事前予約）

２日㈮・９日㈮・23 日㈮・
30 日㈮
10 時～ 14 時

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

福祉・子ども課
 33-7707

消費生活相談
13 日㈫・20 日㈫・27 日㈫
９時 30 分～ 12 時
13 時～ 15 時（最終受付）

役場４階
第５会議室

産業課
 33-7713

教育相談
毎週火・金曜日
10 時～ 15 時

ふれあいプラザ
さかえ２階

教育支援センター
 80-1520

司法書士相談
14 日㈬
18 時～ 20 時

（最終受付 19 時 30 分）

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室

社会福祉協議会
 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

７日㈬・21 日㈬
13 時～ 16 時

役場２階
社会福祉協議会

社会福祉協議会
 95-1100

法律相談
（事前予約）

22 日㈭
13 時 30 分～ 16 時 30 分

役場２階
社会福祉協議会

社会福祉協議会
 95-1100

認知症カフェ
オレンジサロン

16 日㈮　10 時～ 12 時
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
 33-7709

生活困窮出張相談
毎週金曜日
９時～ 16 時

役場２階
社会福祉協議会

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートセンター
 043-308-6332

●各種相談
※相談日・時間など、都合により変更する場合があります。

１ 木

２ 金

３ 土 栄町和装礼法親子教室【６月号 P.21】

４ 日

５ 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

６ 火
はみがきレッスン【P.22】
すこやかタイム【P.23】

７ 水

８ 木 ３歳児健康診査【P.22】

９ 金

10 土

11 日 【山の日】

12 月
【振替休日】
ふれプラ休館日

13 火
ドラムの里・ふれプラ休館日

（龍の市庭は営業）

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月
ドラムの里・ふれプラ休館日

20 火
龍角寺文字瓦ミニ展示【P.25】
25 日㈰まで

21 水
ほっとサロン【P.25】

22 木 ２歳児歯科健康診査【P.22】

23 金
夏のおはなし会【P.25】
子ども映画会【P.25】

24 土

25 日
栄町和装礼法親子教室【６月号 P.21】
栄町硬式テニスダブルス大会【P.25】

26 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

27 火

28 水 ハワイアンフラ体験【P.25】

29 木
のびのび広場【P.23】

30 金 わんぱくクラブ【P.23】

31 土

　成田急病診療所 27-1116（成田市保健福祉館敷地内）
●休日の救急・夜間診療

診療科目 受　付　時　間

小児科・内科
月曜日～土曜日／ 19 時～ 22 時 45 分
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分、19 時～ 22 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

外　科
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

歯　科
祝日・振替休日（ただし日曜日は除く）／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

あなたの加入が地域の絆を深めます。
自治会・町内会に加入しましょう！
　　　　　　　　　　環境協働課 33-7705

７月１日現在（前月比）



栄
町
議
会
だ
よ
り

発
行
　
栄
町
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

栄 町 議 会 だ よ り１

令
和
元
年
６
月
定
例
会
　
第
109
号

人
事
案
件
２
件
な
ど
を
含
め

25
議
案
等
を
可
決

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
が
、
６
月
４
日
か

ら
14
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
栄
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
人
事
案
件
２
件
を

は
じ
め
、
新
規
条
例
、
条
例
の
一
部
改
正
、
３
会
計
の
補
正
予

算
、
専
決
処
分
の
承
認
の
他
、
議
員
発
議
案
２
件
を
含
む
計
28

件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
６
名
、
傍
聴
者
は

延
べ
14
名
で
し
た
。

諮
問
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
そ
の
後
任
委
員
の
候
補
者

と
し
て
柏
木
伸
治
氏
（
竜
角
寺

台
）
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
べ

く
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の

で
す
。

議
案
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議

案

審

議

　

損
害
賠
償
等
請
求
の
訴
訟
に

係
る
予
算
執
行
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
度
栄
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た
の

で
、
議
会
へ
報
告
し
、
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
栄
町
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
専
決
処

分
し
た
の
で
、
議
会
へ
報
告
し
、

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
栄
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
専
決

処
分
し
た
の
で
、
議
会
へ
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
栄
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
専
決
処
分
し
た
の
で
、

議
会
へ
報
告
し
、
承
認
を
求
め

る
も
の
で
す
。

議
案
第
５
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

現
栄
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
で
あ
る
鈴
木　

勉

氏
（
脇
川
）
の
任
期
が
本
年
６

月
30
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る

た
め
、
同
氏
を
再
任
す
べ
く
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号　
　
　

全
員
賛
成

　

千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
千
葉
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部

を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

　

香
取
市
東
庄
町
病
院
組
合
の

解
散
に
よ
り
、
同
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
に
関
す
る

規
定
並
び
に
共
同
処
理
す
る
事

務
及
び
団
体
に
関
す
る
規
定
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
を
踏
ま

え
、
個
人
町
民
税
に
係
る
申
告

書
記
載
事
項
の
簡
素
化
等
及
び

非
課
税
の
対
象
範
囲
の
拡
大
、

軽
自
動
車
税
に
係
る
環
境
性
能

割
の
軽
減
措
置
及
び
種
別
割
の

税
率
の
特
例
見
直
し
に
つ
い
て

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
率
等
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
公
の
施
設

及
び
行
政
財
産
の
使
用
料
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
30
年
及
び
令
和
元
年
の

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標

準
に
関
す
る
政
令
の
改
正
を
踏

ま
え
、
貯
蔵
所
の
設
置
許
可
申

請
に
対
す
る
審
査
、
製
造
所
等

の
設
置
の
許
可
に
係
る
完
成
検

査
前
検
査
及
び
特
定
屋
外
タ
ン

ク
貯
蔵
所
等
の
保
安
に
関
す
る

検
査
に
係
る
手
数
料
の
額
の
引

上
げ
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

議
案
第
10
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改

正
を
踏
ま
え
、
卒
園
後
の
受
入

を
行
う
連
携
施
設
の
確
保
を
不

要
と
す
る
条
件
の
追
加
な
ど
に

加
え
、
食
事
の
提
供
の
経
過
措

置
に
係
る
対
象
の
拡
大
に
つ
い

て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
改
正
を
踏
ま
え
、
放
課
後

児
童
支
援
員
と
な
る
の
に
必
要

な
研
修
の
実
施
主
体
に
つ
い

て
、
政
令
指
定
都
市
の
長
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

消
費
税
率
等
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
子
育
て
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
手
数
料
に
つ
い
て

改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
町
単

独
事
業
で
あ
っ
た
障
害
者
（
児
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
が

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
該
事
業
に
係
る
規

定
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正

を
踏
ま
え
、
所
得
段
階
の
第
１

段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
の
者
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に
対
す
る
介
護
保
険
料
を
軽
減

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適

正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
率
等
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
手
数
料
に
つ
い
て
見

直
し
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例

　

国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
森
林
環

境
譲
与
税
を
積
立
て
、
森
林
の

整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る

施
策
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る

た
め
、
新
た
に
栄
町
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
16
号　
　
　

賛
成
多
数

　

ド
ラ
ム
の
里
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

消
費
税
率
等
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
交
流
室
及

び
物
産
館
の
利
用
料
金
の
上
限

額
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

議
案
第
17
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

消
費
税
率
等
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
放
置
自
転

車
等
の
撤
去
な
ど
に
要
し
た
費

用
と
し
て
徴
収
す
る
額
に
つ
い

て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
18
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
率
等
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
下
水
道
使

用
料
に
係
る
消
費
税
率
に
つ
い

て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
19
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

工
業
標
準
化
法
の
改
正
に
よ

る
規
格
名
称
の
改
正
を
行
う
と

と
も
に
、
住
宅
用
防
災
機
器
の

設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
省
令
の
改
正
を
踏
ま
え
、
住

宅
用
防
災
警
報
器
等
の
設
置
が

免
除
さ
れ
る
設
備
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
20
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
元
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
，

３
８
９
万
６
千
円
を
増
額
し
、

総
額
69
億
３
，
３
７
９
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
保
育
所
運
営
費
負
担
金

や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

費
補
助
金
な
ど
の
国
庫
支
出

金
、諸
収
入
（
雑
入
）
と
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
代

金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳

出
で
は
、
路
線
バ
ス
運
行
維
持

補
助
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
負
担
金
、
ち
ば
の
園
芸

次
世
代
産
地
整
備
支
援
事
業
補

助
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
21
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
元
年
度
栄
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
万

円
を
増
額
し
、
総
額
15
億
２
，

４
６
３
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

増
額
の
理
由
は
、
歳
入
で

は
、
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳

出
で
は
、
介
護
予
防
普
及
啓
発

事
業
の
通
信
運
搬
費
に
よ
る
も

の
で
す
。

議
案
第
22
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
元
年
度
栄
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
８
１
万
７
千
円
を
増
額
し
、

総
額
５
億
７
，
０
７
２
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
理
由
は
、
歳
入
で

は
、
公
共
下
水
道
使
用
料
に
よ

る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、
財

政
調
整
基
金
積
立
金
に
よ
る
も

の
で
す
。

報
告
第
１
号

　

継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
栄
町
矢
口
工
業

団
地
拡
張
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
第
１
条
に
よ

り
変
更
し
た
継
続
費
の
平
成
30

年
度
年
割
額
に
係
る
歳
出
予
算

の
経
費
の
金
額
の
う
ち
、
支
出

を
終
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
に
つ

い
て
逓
次
繰
越
し
を
し
た
の
で
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
２
号

　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

　

平
成
30
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
第
２
条

及
び
栄
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
第
２
条
に
よ
り
定

め
た
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
の
で
、
そ

の
旨
を
議
会
に
報
告
す
る
も
の

で
す
。

報
告
第
３
号

　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

　

平
成
30
年
度
栄
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
第
２
条
に
よ
り
定

め
た
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
の
で
、
そ

の
旨
を
議
会
に
報
告
す
る
も
の

で
す
。

発
議
案
第
１
号

　

栄
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則　

全
員
賛
成

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、
第
４
条
の
「
傍
聴
人
受
付

簿
」
を
「
傍
聴
人
受
付
票
」
に

改
め
る
も
の
で
す
。

発
議
案
第
２
号

　

令
和
元
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
対
す

る
附
帯
決
議　
　
　

全
員
賛
成

　

決　

議　

文

　

本
予
算
案
歳
出
中
の
、
２
款

総
務
費
・
１
項
総
務
管
理
費
・

６
目
企
画
費
・
19
節
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
、
路
線
バ
ス
維

持
事
業
に
係
る
補
助
金
の
補
正

に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
が
公
共

的
交
通
機
関
と
は
い
え
、
一
民

間
企
業
へ
の
赤
字
補
填
で
あ
り
、

悪
し
き
前
例
と
な
る
危
険
性
を

包
含
す
る
こ
と
か
ら
、
補
正
の

正
当
性
に
つ
い
て
は
慎
重
に
審

議
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
補
正
理
由
に
つ
い
て

は
、
当
該
バ
ス
会
社
の
要
求
を

鵜
呑
み
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

全
員
協
議
会
に
お
い
て
一
方
的

な
説
明
が
為
さ
れ
た
と
は
い

え
、「
栄
町
補
助
金
等
交
付
規

則
」
と
の
関
連
に
お
い
て
も
充

分
な
説
明
が
な
さ
れ
ず
、
当
議

会
と
執
行
機
関
の
間
で
議
論
が

尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い

状
況
で
あ
る
。

　

更
に
そ
の
増
額
補
正
額
は
、

最
終
的
に
は
町
民
納
税
者
の
負

担
と
な
る
ば
か
り
か
、
他
に
期

待
さ
れ
る
べ
き
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
縮
減
と
も
な
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
受
益
者
負
担
の
原
則
か

ら
し
て
も
、
運
賃
値
上
げ
を
も

含
め
た
、
当
該
バ
ス
会
社
の
営

業
努
力
に
つ
い
て
疑
問
を
持
つ

も
の
で
あ
り
、
安
易
に
承
認
可

決
す
べ
き
で
は
な
い
も
の
で
あ

る
が
、
当
議
会
は
、
本
件
バ
ス

路
線
維
持
の
必
要
性
は
理
解
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
回

は
こ
の
補
正
予
算
案
を
、
止
む

を
得
ざ
る
措
置
と
し
て
原
案
可

決
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
増

額
補
正
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

は
疑
問
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

当
議
会
と
し
て
は
、
町
長
及
び

執
行
機
関
に
対
し
て
、
事
業
執

行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
よ
り

厳
格
に
し
、
今
後
、
当
議
会
と

執
行
機
関
の
信
頼
関
係
を
損
な

う
事
態
が
生
じ
な
い
た
め
に

も
、
次
の
事
項
を
速
や
か
に
講

じ
る
こ
と
を
、
厳
に
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
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１
．
当
該
バ
ス
会
社
に
対
し
て

は
、
公
共
的
交
通
機
関
た
る
こ

と
の
責
務
を
充
分
に
自
覚
す
る

よ
う
、
強
く
求
め
る
こ
と
。

２
．
今
後
、
か
か
る
事
態
を
生

じ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
当
該

バ
ス
会
社
に
対
し
て
、
運
賃
値

上
げ
を
も
含
め
た
営
業
努
力
を

強
く
要
求
し
、
そ
の
結
果
を
次

の
議
会
定
例
会
ま
で
に
必
ず
報

告
す
る
こ
と
。

３
．
今
回
の
補
助
金
支
払
い

は
、
町
民
の
利
便
性
の
た
め
に

や
む
を
得
ざ
る
も
の
と
判
断
し

原
案
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
交
渉
に

お
い
て
は
安
易
な
妥
協
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
こ
と
。

４
．
今
回
の
増
額
補
正
額
は
、

町
民
納
税
者
に
と
っ
て
負
担
を

生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

広
く
町
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
。

５
．
こ
れ
以
上
の
財
政
負
担
を

生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
補
助

金
等
の
獲
得
の
手
立
て
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
適
宜
当
議
会
に

必
ず
報
告
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

高
萩　

初
枝

問　

安
食
駅
と
竜
角
寺
台
車
庫

間
の
バ
ス
路
線
は
、
酒
直
台
や

竜
角
寺
台
住
民
の
大
切
な
生
活

の
本
町
を
観
光
面
か
ら
活
性
化

さ
せ
る
」
そ
の
た
め
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
栄
町
に
集

ま
る
こ
と
に
よ
る
地
方
経
済
の

活
性
化
と
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
観
光
施
策
の
展
開
結

果
に
つ
い
て
。

答　

総
合
戦
略
Ⅰ
は
、
成
田
空

港
か
ら
近
い
と
い
う
利
点
を
活

か
し
て
、
多
く
の
外
国
人
観
光

客
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
町
の

観
光
振
興
を
図
ろ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
目
標
と
し
て
は
、

房
総
の
む
ら
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
の
増
加
や
、
外
国
人
観

光
客
等
の
支
出
の
増
加
を
図
る

こ
と
と
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
に
、
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
外
国
人
観
光
客

数
は
、
平
成
25
年
度
は
約
５
，

０
０
０
人
で
し
た
が
、
平
成
30

年
度
に
は
約
８
，
７
０
０
人
に

増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
等
の

支
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
は
約
２
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、

平
成
30
年
度
に
は
約
８
７
０
万

円
に
増
加
し
て
い
る
。

　

一
方
、
平
成
28
年
度
に
は
、

総
合
戦
略
Ⅰ
に
「
コ
ス
プ
レ
を

活
用
し
た
地
域
経
済
活
性
化
事

業
」
を
加
え
、
受
入
れ
体
制
や

Ｐ
Ｒ
の
強
化
な
ど
、
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
き
た
中
で
、
平

成
30
年
５
月
に
は
新
た
な
コ
ス

プ
レ
の
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
以
上
が
、
こ
れ
ま
で
の
展

開
結
果
で
あ
る
。

の
足
で
路
線
が
廃
止
さ
れ
た
ら

住
ん
で
い
ら
れ
な
い
。
バ
ス
路

線
を
、
今
後
も
維
持
す
る
た
め

に
は
「
赤
字
補
填
」
を
毎
年
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
路
線
を
維
持
し
つ
つ
町
の

負
担
を
軽
く
す
る
手
立
て
は
。

答　

平
成
31
年
３
月
議
会
後
の

状
況
は
、
当
面
、
路
線
を
廃
止

さ
れ
な
い
よ
う
に
３
月
13
日

付
け
で
、
平
成
30
年
度
の
赤

字
額
の
う
ち
、
内
金
と
し
て

５
０
０
万
円
を
、
令
和
元
年
度

の
議
会
に
予
算
（
案
）
と
し
て

提
案
す
る
こ
と
を
確
約
す
る
文

書
を
、
京
成
タ
ク
シ
ー
成
田
に

対
し
提
出
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
今
定
例
会
に
、
当
該
予
算

を
補
正
予
算
（
案
）
と
し
て
提

案
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
10
日
に
は
、
親

会
社
の
京
成
電
鉄
に
対
し
、
町

の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

元
年
度
に
お
け
る
赤
字
の
全
額

補
填
に
つ
い
て
配
慮
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
赤

字
補
填
に
要
す
る
財
源
確
保
の

た
め
に
、
補
助
金
の
対
象
と
な

る
よ
う
、
千
葉
県
町
村
議
会
議

長
会
な
ど
を
通
じ
、
国
に
対
し

要
望
し
て
い
る
。

大
野　

信
正

問　

総
合
戦
略
の
テ
ー
マ
と
し

て
「
成
田
空
港
か
ら
車
で
20
分

「
房
総
の
む
ら
」
と
「
ド
ラ

ム
の
里
」
を
核
と
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
の
進
捗
状
況

町
の
バ
ス
運
行
及
び
町
民
の

移
動
の
足
の
確
保
に
つ
い
て

戸
田　

栄
子

問　

築
30
年
と
な
る
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
替
計
画
が
あ
る
。
全

国
及
び
県
内
に
は
自
校
方
式
の

給
食
室
（
地
元
農
産
物
も
取
り

入
れ
や
す
く
温
か
い
食
事
の
提

供
が
で
き
る
）
を
作
っ
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
、
検
討
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
外
国
農
産
物

が
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
。

答　

学
校
給
食
の
建
て
替
え
計

画
に
つ
い
て
、
栄
町
で
は
、
学

校
給
食
を
始
め
た
当
初
か
ら
、

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
を
採
用
し

て
い
る
こ
と
や
、
近
隣
市
町
の

状
況
か
ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
方

式
で
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

自
校
方
式
に
つ
い
て
は
検
討
を

行
っ
て
い
な
い
。

　

近
隣
市
町
の
状
況
は
、
成
田

市
、
八
街
市
、
印
西
市
、
白
井

市
、
富
里
市
、
酒
々
井
町
、
四

街
道
市
、
栄
町
で
セ
ン
タ
ー
方

式
を
実
施
し
て
お
り
、
佐
倉
市

の
自
校
方
式
以
外
、
ほ
と
ん
ど

が
セ
ン
タ
ー
方
式
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
白
井
市
、
成
田
市
、

四
街
道
市
に
つ
い
て
は
、
一
部

に
つ
い
て
、
自
校
式
を
取
り
入

れ
て
い
る
。

　

教
育
的
、
経
済
的
効
果
に
つ

い
て
、
自
校
方
式
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
給
食
の
温
か
さ
、
子
ど
も
達

の
給
食
の
味
へ
の
感
想
が
伝
わ

り
や
す
い
、
感
謝
の
言
葉
が
届
き

や
す
い
な
ど
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

方
式
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
管
理
衛
生

面
の
充
実
、
人
的
配
置
、
食
材
の

一
括
購
入
等
の
効
率
的
な
運
営

が
可
能
と
な
る
。
な
お
、
給
食
の

温
か
さ
に
つ
い
て
、
栄
町
に
お
い

て
は
、
配
送
時
間
も
短
い
こ
と
か

ら
、
温
か
い
給
食
の
提
供
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
食
材

の
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
栄
町
の
特
産
で
あ
る
ド
ラ
豆

の
採
用
や
栄
町
産
の
米
を
使
う

な
ど
、
地
産
地
消
の
食
材
を
使
用

し
て
い
る
。
な
お
、
セ
ン
タ
ー
方

式
の
方
が
、
整
備
経
費
及
び
運
営

経
費
な
ど
の
財
政
負
担
は
か
な

り
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

岡
本　

雅
道

問　

先
ご
ろ
県
が
策
定
し
た

「
千
葉
県
消
防
広
域
化
推
進
計

画
」
に
お
い
て
、
栄
町
は
早
期

に
広
域
化
す
べ
き
特
定
小
規
模

消
防
本
部
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
町
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
栄
町
と
し
て
は
ど

こ
と
、
ど
の
よ
う
に
広
域
化
を

進
め
る
つ
も
り
で
あ
る
か
。

答　

消
防
の
広
域
化
は
、
当

初
、
成
田
市
と
広
域
化
の
協
議

を
行
っ
て
い
た
が
、
平
成
27
年

８
月
５
日
に
成
田
市
か
ら
広
域

化
に
は
、
検
討
に
時
間
が
か
か

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
消
防

の
広
域
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
８
月

23
日
に
第
１
回
印
西
地
区
消
防

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替

計
画
に
つ
い
て

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

町
政
の
こ
こ
が
知
り
た
い

　
　
一
般
質
問
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ば
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
化

で
は
、
市
民
の
消
費
行
動
の
意

識
を
変
え
る
た
め
に
、
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
電
力

消
費
の
「
見
え
る
化
」
を
実
施

し
た
り
、
多
く
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
、
電
気
自
動
車
の

導
入
も
進
ん
で
い
る
と
の
事
で

あ
る
。
一
方
、
三
井
不
動
産
が

取
り
組
ん
で
い
る
、
柏
の
葉
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
、

環
境
共
生
都
市
づ
く
り
へ
の
取

組
み
に
加
え
、
健
康
長
寿
都

市
・
新
産
業
創
造
都
市
づ
く
り

な
ど
、
複
合
的
に
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

先
進
事
例
も
あ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
化
が
出

来
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
と
は

思
う
が
、
現
在
の
町
の
状
況
で

は
、
そ
の
よ
う
な
取
組
は
簡
単
に

は
出
来
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

戸
田　

栄
子

○
職
員
の
働
き
方
な
ど
勤
務
体

　

制
と
残
業
手
当
に
つ
い
て

　

岡
本　

雅
道

○
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

　

松
島　

一
夫

○
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
防

　

災
行
政
に
つ
い
て

○
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

　

に
つ
い
て

　

野
田　

泰
博

○
ゴ
ミ
減
量
に
関
し
て
町
は
施

　

策
は
あ
り
ま
す
か
？

編
集
後
記

　

令
和
に
な
っ
て
も
実
生
活
で

は
何
も
変
化
な
く
、
皆
様
が
元

気
で
あ
る
こ
と
が
一
番
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。

　

令
和
と
は
英
訳
す
る
と
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

の
こ
と
。
本
当
に
そ
う
か
諸
外

国
が
日
本
の
一
挙
手
一
投
足
を

見
て
い
る
。
日
本
の
中
の
選
挙

も
米
国
民
や
欧
州
人
、
ロ
シ
ア

人
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
韓
国
民

が
見
て
、
聞
い
て
い
る
。

　

栄
町
も
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
、
い
い
響
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

野
田　

泰
博

　

町
営
墓
地
の
中
で
ど
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
町
内

で
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
費
用
で
ど

の
ぐ
ら
い
の
面
積
な
ら
、
ど
う

い
う
形
で
合
葬
式
墓
地
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

野
田　

泰
博

問　

栄
町
を
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

ー
化
し
て
、
人
口
２
万
弱
の
町

に
ふ
さ
わ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
シ
ス
テ
ム
を
町
全
体
で
見
直

し
て
、
来
る
べ
き
未
来
に
対
応

す
べ
き
。
町
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ー
化
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

見
解
を
お
持
ち
か
。

答　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
と
言

っ
た
場
合
、
国
に
お
い
て
は
各

省
庁
で
、
色
々
な
捉
え
方
を
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
を
中
心
に
置
い
た
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
化
が
代
表
と

言
え
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

電
気
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
良

く
、
上
手
く
使
う
ま
ち
づ
く
り

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
電
力
や
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
最
先
端
の

セ
ン
サ
ー
な
ど
か
ら
収
集
さ
れ

た
情
報
を
基
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術

な
ど
を
使
い
、
無
駄
を
な
く
し

省
資
源
化
や
、
人
の
省
力
化
が

図
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え

そ
の
他
の
一
般
質
問
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組
合
及
び
栄
町
消
防
広
域
化
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
消
防
広
域

化
に
係
る
協
議
を
開
始
し
、
平

成
29
年
３
月
ま
で
に
５
回
の
広

域
化
協
議
会
を
開
催
し
た
が
、

平
成
29
年
３
月
13
日
の
第
５
回

広
域
化
協
議
会
に
お
い
て
、
印

西
市
長
か
ら
協
議
会
委
員
を

「
辞
職
し
た
い
」、
併
せ
て
消
防

広
域
化
す
る
「
意
志
は
な
い
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
消
防
の

広
域
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
千
葉
県
に
対
し

て
、
小
規
模
消
防
の
解
消
は
、

県
の
防
災
行
政
の
重
要
な
施
策

で
あ
る
の
で
、
県
が
先
頭
に
立

っ
て
、
消
防
の
広
域
化
の
推
進

を
積
極
的
に
図
る
よ
う
平
成
29

年
４
月
以
降
も
数
回
に
わ
た
っ

て
要
望
し
て
き
た
。

　

一
方
、
国
で
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
「
市
町
村
の
消
防
の

広
域
化
の
基
本
指
針
」
が
改
正

さ
れ
、
消
防
の
広
域
化
推
進
期

限
が
令
和
６
年
４
月
１
日
ま
で

延
長
さ
れ
、
県
で
は
平
成
31
年

３
月
に
新
た
に
「
千
葉
県
消
防

広
域
化
推
進
計
画
」
を
策
定
し

た
。
な
お
、
国
や
県
の
計
画
に

お
い
て
、
栄
町
は
、
優
先
し
て

広
域
化
を
進
め
る
「
特
定
小
規

模
消
防
本
部
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
千
葉
県
が
主

体
と
な
っ
て
、
自
治
体
間
の
仲

介
、
合
意
形
成
等
、
積
極
的
に

推
進
す
る
よ
う
、
ま
た
、
早
期

に
広
域
化
が
実
現
で
き
る
よ
う

強
く
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

松
島　

一
夫

問　

祭
祀
継
承
者
の
い
な
い
無

縁
墓
地
の
増
加
や
「
墓
じ
ま

い
」
が
話
題
に
な
る
中
、
全
国

自
治
体
で
合
葬
式
墓
地
の
公
設

公
営
へ
の
動
き
が
広
ま
っ
て
い

る
。

　

我
が
町
に
お
い
て
も
、
合
葬

式
墓
地
公
営
に
向
け
て
の
検
討

が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
を

問
う
。

答　

現
在
、
町
営
墓
地
は
、
昭

和
55
年
10
月
14
日
に
千
葉
県
知

事
か
ら
許
可
を
受
け
て
栄
町
安

食
字
道
面
に
設
置
し
た
、
栄
町

墓
地
１
箇
所
で
あ
る
。

　

墓
地
の
利
用
状
況
は
、
改
葬

に
伴
い
返
還
さ
れ
た
４
区
画

と
、
大
き
な
区
画
の
半
分
の
返

還
を
受
け
て
、
新
た
に
区
割
り

を
し
直
し
た
１
区
画
を
合
わ

せ
、
現
在
、
５
区
画
の
空
き
が

あ
る
他
は
、
全
て
、
区
画
が
埋

ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

な
お
、
空
き
と
な
っ
て
い
る

５
区
画
は
、
９
月
頃
に
募
集
を

行
う
予
定
で
、
現
在
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
現
在
の
敷

地
内
に
新
た
な
区
画
を
設
け
る

ス
ペ
ー
ス
が
無
い
こ
と
と
、
全

国
的
に
、
後
継
者
が
い
な
い
な

ど
の
理
由
か
ら
、
納
骨
堂
や
合

葬
式
墓
地
に
対
す
る
要
望
が
増

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

栄
町
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー

化
に
つ
い
て

合
葬
式
墓
地
公
営
に
向
け
て

の
検
討
に
つ
い
て


